
物件名/Title 図面番号設　計メモ図面名

図面リスト

電気設備図 機械設備図
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改修図現状図

亀 山 市 市 民 文 化 部

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218
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設計年月日　平成28年

関の山車会館伝承活動棟及び

展示棟改修工事

　図面リスト

　現状配置図

　現状仕上表

　現状伝承活動棟矩計図x1

　現状伝承活動棟矩計図x2

　現状伝承活動棟矩計図y1

　現状伝承活動棟立面図

　現状伝承活動棟展開図1

　現状伝承活動棟展開図2

　現状伝承活動棟展開図3

　現状伝承活動棟基礎,土台,床伏図

　現状伝承活動棟天井,屋根伏図

　現状伝承活動棟梁,小屋伏図

　現状伝承活動棟軸組図1

　現状伝承活動棟軸組図2

　現状伝承活動棟平面詳細図

　現状展示棟平面詳細図

　現状展示棟断面図

　現状展示棟立面図

　現状展示棟展開図

　現状展示棟各種伏図

　現状展示棟軸組図

　現状柱の傾斜,不陸調査図P-23

P-24

P-25

P-26

　解体部分配置図

　解体部分平面図

　解体部分伏図

　改修配置図

　改修仕上表

　改修伝承活動棟平面詳細図

　改修伝承活動棟天井,屋根伏図

　改修伝承活動棟矩計図x1

　改修伝承活動棟矩計図x2

　改修伝承活動棟矩計図y1

　改修伝承活動棟立面図

　改修伝承活動棟展開図1

　改修伝承活動棟展開図2

　改修伝承活動棟展開図3

　改修伝承活動棟基礎,土台,床伏図

　改修伝承活動棟梁,小屋伏図

　改修伝承活動棟軸組図1

　改修伝承活動棟軸組図2

　改修展示棟平面詳細図

　改修展示棟断面図

　改修展示棟立面図

　改修展示棟展開図

　改修展示棟各種伏図

　改修展示棟軸組図

　補強壁平面図,建具位置図

　改修建具リスト1

　改修建具リスト2

　構造補強各種詳細図

　分電盤図・照明器具姿図

　電気設備仕様書

　全体配置図　屋外電気設備

　伝承活動棟　照明設備

　伝承活動棟　コンセント設備

　伝承活動棟　火災報知設備

　展示棟　電気設備

　伝承活動棟　電気設備撤去

　特記仕様書

　配置図

　図示記号・機器表

　伝承活動棟　消化・換気設備

　展示棟　消化・換気設備



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部 現状
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伝承活動棟

展示棟

全体配置図　1/100

解体撤去部分を示す。

凡例

関の山車会館伝承活動棟及び

対象建築物を示す。
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土塀

解体

展示棟改修工事 平成28年度



杉

竿縁杉板

2465

基　　礎

メモ 設計 図面番号

仕             様 仕        様名  称名   称 名  称仕          様

 主要構造部　 断熱仕様

名  称

設備機器

屋　根

外　壁

基　礎

建　具

床　　束

土　　台

大　　引

根　　太

胴　　縁

間　　柱

管　　柱

小 屋 梁

軒　　桁

小 屋 束

母　　屋

垂　　木

棟　　木

外　　壁

床　　下

※図面参照

天 井 面

外部土間

軒　天

　

物件名/Title 図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部 現状

仕上表
Ｐ-03

関の山車会館伝承活動棟及び

平成28年度

伝

承

活

動

棟

展

示

棟

名   称

床 廻り縁

畳

畳

杉

杉

杉

杉

杉

杉

杉

杉

杉

杉
杉板

仕          上 

腰　　　　　　　　　壁

仕          　　　　上

天     井 天井高 備             考

畳寄せ

畳寄せ

―

和室8帖

和室4.5帖

和室6帖

玄関

広縁1

広縁2

畳床

床脇

押入

土蔵

仕             様 仕        様名  称名   称 名  称仕          様

 主要構造部　 断熱仕様

名  称

設備機器

屋　根

外　壁

基　礎

建　具

基　　礎

床　　束

土　　台

大　　引

根　　太

胴　　縁

間　　柱

管　　柱

小 屋 梁

軒　　桁

小 屋 束

母　　屋

垂　　木

棟　　木

外　　壁

床　　下

※図面参照

天 井 面

外部土間

軒　天

　

 外部仕上表(伝承活動棟)

内部仕上表(伝承活動棟,展示棟共)

　小壁　土壁しっくい仕上げ　腰壁　杉竪目板張り　蹴込板張り

　垂木、野地現し

　木製引き違いガラス戸、木製開き戸

　玉石、のべ石基礎

　束石

　のべ石　土間コンクリート　踏み石

　玉石、延べ石

　桧　105*90,25*90,50*90 杉45□

　杉　105*210～135,90～100φ

　杉　75～80*50,52□,90φ半割り

　―

　―

　桧　105□,105*108,107□,75*105

　桧　105*140

　松　120～270φ,110□

　杉　90φ,90□,120□

　杉　120φ

　杉　90φ半割り,海布丸太40φ

　桧　120～150φ

　庇　ブリキ張り

　屋外　土壁下地　杉竪目板張り　西面一部杉皮平割り竹押さえ　けらば,軒先　杉板竪桟押さえ

　垂木、野地　土壁塗りこみ

　建具なし、土壁塗りこみ開口

　束石

　のべ石

　玉石布積み、のべ石基礎

　玉石布積み、のべ石基礎

　桧　120□

　杉　120φ

　杉　90φ半割り

　杉　30*60

　―

　杉,桧　115□

　杉,桧60φ～120φ

　杉,桧60φ～100φ,100□～135□

　桧　150～220φ

　杉,桧　120*170

　杉　105□

　杉　150φ

　杉　50*40

　桧　150φ

杉板　t=15

土間たたき仕上げ 

桧板 t=21

杉板　t=15

杉板　t=15

縁甲板板　t=15

縁甲板板　t=15

畳

畳

ケヤキ板

杉板 t=21

巾    木

杉

畳寄せ

杉

畳寄せ

畳寄せ

杉

杉

―

土壁下地　砂壁仕上げ

土壁下地　砂壁仕上げ

土壁下地　砂壁仕上げ

土壁下地　砂壁仕上げ

土壁下地　砂壁仕上げ

土壁下地　砂壁仕上げ

土壁下地　砂壁仕上げ

土壁下地　砂壁仕上げ

土壁下地　砂壁仕上げ

土壁下地　砂壁仕上げ

しっくい

中塗り仕上げ

杉

杉

腰壁　竪目板張り

腰壁一部　板張り

―

竿縁杉板

竿縁杉板

松板　踏み天

竿縁杉板

竿縁杉板

杉板

杉板

竿縁杉板

竿縁杉板

小屋あらわし

2585

2585

2400

2400

2455

2150

2350

2350

2125

2125

3910

　吊床あり

　蹴込み床、踏み込み床あり

化粧野地あらわし 　壁に手繰りあり、〆板戸あり

　壁に手繰りあり、〆板戸あり

　平書院、狆くぐりあり

　地袋あり

　障子欄間、透かし欄間あり

　障子欄間、透かし欄間あり

 外部仕上表(展示棟)

杉板　t=15　一部　杉板 t=21

腰壁　一部クロス

　桟瓦土葺き　野地　杉板　垂木90φ半割り桁より45□加工@300　約5.5寸　銅製雨どい

　下屋　桟瓦土葺き　野地　杉板　垂木45*60@360　約5寸　化粧野地　竪板張り　小舞15□　化粧垂木40φ@300　約2寸

　桟瓦土葺き　野地　杉板　垂木50*40@405　約5.2寸　銅製雨どい

展示棟改修工事

式台玄関

和室4帖

外部　土間コンクリート 2860　外部　竿縁杉板外部　腰　竪目板張りH1010　土壁下地　砂壁仕上げ
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〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部
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関の山車会館伝承活動棟及び

平成28年度

平面図詳細図　1/50

現状　伝承活動棟
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展開方向 Ｂ
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和室4.5帖

玄関
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床脇
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120φ
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天井　竿縁

壁　　砂壁

和室8帖

天井　竿縁

壁　　砂壁

壁　　砂壁

天井　竿縁

壁　　砂壁

天井　化粧野地

化粧垂木表し

壁　　砂壁

釣床

壁　　砂壁

壁　　砂壁

腰壁　目板張り

床　　土間コンクリート

天井　竿縁

床　下地板表し(たたみ)

壁　　砂壁

壁　　砂壁

床　　タタミ

床　　タタミ,板張り

床　　縁甲板

床　　縁甲板

床　　タタミ

床　　板張り

床　　薄縁たたみ

畳床

壁　　砂壁

床　　けやき板

天井　杉板

床　　杉板

壁　　中塗り仕上げ

ガラス戸

襖

障子

障子

格子ガラス戸

ガラス戸

板雨戸7枚

板雨戸2枚

板雨戸2枚

板雨戸4枚

板雨戸1枚余り

板戸

地袋

一部障子欄間

一部障子欄間一部障子欄間
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木製フラッシュ戸 別棟へ

敷台
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襖
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障子

天井　杉板

雨漏り

雨漏り

雨漏り

雨漏り

雨漏り

竪樋落し口60φ

竪樋落し口60φx1

竪樋落し口60φ

雪見障子

雪見障子

襖

添え柱80φ

平書院窓685φ

天井　竿縁(全解体)

天井　竿縁(全解体)

天井　踏み天(t=30)

踏込み床 蹴込み床

ガラス戸

無双窓

無双窓無双窓
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建物求積図　1/100
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展示棟改修工事

天井　竿縁

式台玄関

和室6帖

和室4帖

X6

部屋名

伝承活動棟

①

②

延床面積

③

④

建築面積

X1

5.575

2.200

8.685

0.91

Y1

10.36

5.685

0.910

10.36

X2 Y2 面積（㎡）

57.76

12.51

70.27

7.90

9.43

87.60 

凡例

部材表示

X

Y

X*Y

断面位置

劣化部分を示す。

部屋名

玄　関

和室4帖

式台玄関

和室4.5帖

和室8帖

床 壁 天井

○

○

○

○

○

○

○

内部劣化箇所一覧表

○

○

○

広縁2

押入 ○



雨漏跡

関の山車会館伝承活動棟及び
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軒樋　銅製90φ
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谷樋

天井、屋根伏図　1/100

現状 伝承活動棟

Ｐ-05

平成28年度
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凡例

一階天井伏図

雨漏全体にあり

雨漏跡

雨漏あり

軒裏シミ跡劣化

軒裏シミ跡劣化

雨漏跡

瓦割れ

瓦割れ

瓦割れ

瓦割れ

瓦割れ

瓦割れ

瓦割れ

瓦割れ

瓦落ち

瓦割れ,落ち,ズレ全体にあり

天井落ち

31*21

31*21

30*18

30□

21*33

33*21

30*18

30*18

30*18

雨漏跡

雨漏跡

雨漏跡

30*18

軒裏シミ跡劣化

軒裏シミ跡劣化

展示棟改修工事

劣化部分を示す。



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

2
,
6
6
5

2
,
0
9
5

2
,
4
4
5

下屋軒高

野地板

杉皮

≒5

10

化粧野地　竪板張り

小舞　15□

化粧垂木 40φ

垂木　90φ半割

4
6
0

2
,
4
2
5

3
,
8
1
4

4
,
2
7
4

玄関

C
H

C
H

廻り縁50□

母屋　120φ

野地板　杉板 t=15

垂木　90φ半割　軒から45□加工

差鴨居　105*230

鴨居　105*50

軒桁　105*140

壁　砂壁

壁　砂壁

壁　砂壁

腰壁　竪目板

ＧＬ

1ＦＬ

棟天端

軒高

天井　竿縁30*18 杉板 t=9

差鴨居　105*200

上框 105*170

框　105*140

床　タタミ

杉板 t=15

根太　52□@360

大引100φ

床束　60□

土台　105*90

梁　105*140

棟木　120φ

母屋掛　45*90

垂木掛　45*90

掛　50*115

蹴込板

桁 135φ

平成28年度

関の山車会館伝承活動棟及び
矩計図X1　1/30

現状 伝承活動棟

Ｐ-06

3,7501,935910

6,595600 600

105

束　105□

付け鴨居 H50

3
5

8
9
5

9
5

4
0

1
0

土台　105*90

土台　105*90

天井　松板 t=30

(全解体)

(全解体)

(全解体)

(全解体)

下屋　桟瓦土葺き

下屋　桟瓦土葺き

展示棟改修工事

和室4帖



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

2
,
1
7
5

2
,
3
5
0

2
,
5
8
5

2
,
4
0
0

4
6
0

3
,
2
1
5

3
,
6
7
5

2
,
4
2
5

2
,
5
8
0

5
,
2
4
0

ＧＬ

1ＦＬ

軒高

棟天端

下屋軒高

下屋軒高

野地板

杉皮

≒5

10

≒5.5

10

化粧野地　竪板張り

小舞　15□

化粧垂木 40φ

野地板

杉皮

垂木　90φ半割

化粧野地　竪板張り

小舞　15□

化粧垂木 40φ

銅製軒樋90φ

差鴨居　105*230

差鴨居　105*230

5
0

2
,
8
6
0

野地板　杉板 t=15

垂木　90φ半割

垂木　90φ半割　軒から45□加工

軒桁　105*140

母屋束　90□　

棟束　120□

棟木　120φ

小屋貫　15*105

梁　210φ

梁　240φ

梁　210φ

梁　240φ

梁　240φ

梁　270φ

梁　240φ

軒桁　105*140

梁　240φ

隅木　135φ半割

壁　砂壁

壁　砂壁

腰壁　竪目板

天井　竿縁33*21 杉板 t=9

天井　竿縁33*21 杉板 t=9

天井　竿縁21*33 杉板 t=9

小壁　砂壁

小壁　砂壁

欄間障子
欄間障子

床　杉板 t=21

大引105*140

床　タタミ

杉板 t=15

大引105*140

上框 105*210

床　杉板 t=21

床　タタミ

杉板 t=15

凡例

部材表示

X

Y

X*Y

根太　75*50@455

根太　90φ半割@455

根太　90φ半割@300

床　縁甲板

根太　45*60@300

廻り縁50□

廻り縁50□

廻り縁50□

廻り縁50□

垂木掛　45*90

C
H

C
H

C
H
1

C
H
2

C
H

土台　105*90

長押　H90

長押　H90

910 910 1,935 2,840 3,750 925 750600

2,845 3,745 2,845 750750

内玄関

和室6帖 和室8帖

敷居　105*55

鴨居　105*50
鴨居　105*50

鴨居　105*50

敷居　105*55

敷居　105*55

框　105*160

縁框　55□

一筋鴨居　55□

鴨居　105*50

下屋桁　135φ

桁 135φ

床束　120□

床束　100φ

≒5

10

手繰り

平成28年度

矩計図X2　1/30
関の山車会館伝承活動棟及び

現状　伝承活動棟

Ｐ-07

2
0
9

天井　竿縁33*21 杉板 t=9

母屋　120φ

10

≒2
10

≒2

差大引き105*150

差大引き105*150

差大引き105*135

105

吊束 吊束

105

55 860

30

3
0

2
0
0

4
03
0

付け鴨居H50

3
0

3
0
0

3
0

吊竹

73065

27

広縁1

3
0

2
0
0

4
03
0

梁　270φ

(全解体)

(全解体)

(全解体)

(全解体)

(解体撤去)

(全解体)

(全解体)

(全解体)

屋根　桟瓦土葺き

下屋　桟瓦土葺き

下屋　桟瓦土葺き

展示棟改修工事

式台玄関

9
5

8
3
8

3
0

4
7

1
,
0
1
0



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150
Ｐ-08

平成28年度

関の山車会館伝承活動棟及び

現状 伝承活動棟

4
6
0

3
,
2
1
5

3
,
6
7
5

2
,
4
2
5

5
,
2
4
0

ＧＬ

1ＦＬ

軒高

棟天端

下屋軒高

野地板

杉皮

≒5

10

化粧野地　竪板張り

小舞　15□

化粧垂木 40φ

野地板　杉板 t=15

垂木　90φ半割

垂木　90φ半割　軒から45□加工

母屋束　90□　

長押　H90

桁 135φ

母屋　120φ

10

≒2

600 910 915 1,873

差大引き105*150

上框 105*160

土台　105*90

床　タタミ

杉板 t=15

根太　75*50@455

壁　砂壁

廻り縁50□

廻り縁50□

廻り縁50□

天井　竿縁33*21 杉板 t=9

差大引き105*135

1,873 915

2
,
5
8
5

C
H

2
,
3
1
0

C
H

1
2
0

6
3
0

6
0

2
0

7
4
0

2
0

3
0

壁　砂壁

105 860 55

30

鴨居105*50

鴨居105*50

敷居105*55

和室8帖

広縁2

床脇

地袋

梁　240φ

梁　240φ

棟木　120φ

棟束　120□

小屋貫　15*105

母屋束　90□　

母屋束　90□　

外壁　杉竪目板張り

3
,
6
7
5

9
0
5

2
,
7
7
0

矩計図y1　1/30

天井　杉板

3
0

2
0
0

4
03
0

梁　240φ

梁　210φ

5,5751,510

85 375

460373

狆くぐり

軒桁　105*140

軒桁　105*140

床　縁甲板

根太　45*60@300

(全解体)

(全解体)

(全解体)

(全解体)

ケヤキ板

ケヤキ板

屋根　桟瓦土葺き

下屋　桟瓦土葺き

展示棟改修工事



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

別棟

東立面図　1/50

銅製軒樋 90φ　竪樋60φ

砂壁蹴込板蹴込板蹴込板蹴込板蹴込板砂壁
板雨戸7枚

3
,
6
7
5

2
,
4
2
5

4
6
0

ＦＬ

最高軒高

下屋軒高

西立面図　1/50

3
,
6
7
5

2
,
4
2
5

4
6
0

ＦＬ

最高軒高

下屋軒高

蹴込板

板開戸

竪目板貼り

しっくいしっくいしっくいしっくい

3
,
6
7
5

2
,
5
8
0

4
0
5

最高軒高

南下屋軒高

広縁ＦＬ

5
,
7
8
0

最高高さ

5
,
7
8
0

最高高さ

北立面図　1/50

立面図　1/50

蹴込板
蹴込板

蹴込板
玄関格子ガラス戸

板雨戸2枚

玄関板戸2枚

砂壁

砂壁

砂壁

蹴込板

南立面図　1/50

引違いガラス戸

平成28年度

関の山車会館伝承活動棟及び

現状　伝承活動棟

Ｐ-09

付け土台　24*90

付け土台　24*90付け土台　50*90

戸箱

戸箱

戸箱

付け土台　50*90

土台　105*90

添え柱80φ

土台　105*90

〆板戸

戸箱

板雨戸2枚

板雨戸4枚

解体撤去部分を示す。

凡例

屋根は全解体

土台　105*90

屋根　桟瓦土葺き5.5寸

下屋　桟瓦土葺き 5寸

屋根　桟瓦土葺き5.5寸

屋根　桟瓦土葺き5寸

屋根　桟瓦土葺き5.5寸

屋根　桟瓦土葺き5.5寸

屋根　桟瓦土葺き5寸

展示棟改修工事



ＧＬ

ＦＬ

3,745

メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

展開Ａ 展開Ｂ 展開Ｃ 展開Ｄ

展開図1　1/50

展開Ａ 展開Ｂ 展開Ｃ 展開Ｄ

展開Ａ 展開Ｂ 展開Ｃ 展開Ｄ

A3 1/50≒1/70
関の山車会館伝承活動棟及び

現状 伝承活動棟

3,750 3,750 3,745

和室8帖

和室6帖

ＧＬ

ＦＬ

3,7452,840 2,840 3,745

和室4.5帖

4
6
0

1
,
7
6
5

2
5
0

4
4
0

1
3
0

1
,
7
6
5

2
1
0

2
0
0

4
1
0

1
,
7
6
5

2
1
0

2
0
0

4
1
0

1
,
7
6
5

2
5
0

4
4
0

1
3
0

1
,
7
6
5

2
1
0

2
0
0

4
1
0

1
,
7
6
5

2
5
0

4
4
0

1
3
0

ＧＬ

ＦＬ

1
,
7
6
5

1
,
7
6
5

1
2
0

1
,
8
5
5

6
1
0

2
,
1
2
5

7
6
0

3
0

1
,
3
3
5

Ｐ-10

平成28年度

915 915

915 915

砂壁

砂壁

砂壁

砂壁

砂壁

砂壁

砂壁

砂壁
吊床砂壁

7
0
0 8
9
0

6
0
0

6
0
0

5
5

2
,
1
2
5

5
5

2
,
1
2
5

1
,
7
6
5

2
1
0

2
0
0

4
1
0

2
,
5
8
5

2
,
5
8
5

2
,
5
8
5

2
,
5
8
5

1
,
7
6
5

1
,
8
2
5

2
3
0

910 915 1,880

2,795

6
3
5

6
3
5

1,415 1,430

2,845

1,935

2,845

910 1,885

2,795

500 410

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

6
3
5

2
,
4
0
0

3
4
5

2
,
4
0
0

砂壁

吊床

廻り縁H50 廻り縁H50 廻り縁H50

長押H90

2
0
0

4
0

3
0

3
0

2
0
0

4
0

3
0

3
0

86055

30

砂壁

長押H90 長押H90

6
5

1
,
8
5
5

1
2
0

落掛

55

30

860

障子

障子欄間

2
0

7
4
0

3
0

地袋

床脇

長押H90

8
0

5
0
0

5
0

透かし欄間

41585375

105 105
105

吊束吊束吊束

障子欄間

1
,
7
6
5

8
2
0

8
4
0

畳床

畳床 床脇

65 730

27

2
0
0

4
0

3
0

3
0

障子欄間

透かし欄間

8
0

5
0
0

5
0

廻り縁H50 廻り縁H50 廻り縁H50
廻り縁H50

長押H90 長押H90 長押H90
長押H90

襖

襖

襖

障子

障子

障子

廻り縁H50 廻り縁H50 廻り縁H50 廻り縁H50

襖
障子

平書院窓 685φ

押入 押入

天井解体 天井解体 天井解体

天井解体 天井解体

天井解体 天井解体

クロス撤去

クロス撤去

クロス撤去

クロス撤去

展示棟改修工事



ＧＬ

ＦＬ

メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

展開Ａ 展開Ｂ 展開Ｃ 展開Ｄ

展開Ｂ 展開Ｃ 展開Ｄ

展開Ｂ 展開Ｃ 展開Ｄ

A3 1/50≒1/70
関の山車会館伝承活動棟及び

現状 伝承活動棟

ＧＬ

ＦＬ

ＧＬ

ＦＬ

平成28年度

4
6
0

2
,
4
0
0

1
,
7
6
5

6
3
5

520 1,415

1,935

4
6
0

2
,
4
0
0

1,865 915

2,780 1,935 1,390 1,390

玄関 展開Ａ

展開Ａ

1
,
8
3
5

6
2
0

4
6
0

1
,
7
6
5

2
3
0

1
,
0
6
5

910 1,025 1,930 250 1,025 910

4
6
0

1
,
7
6
5

2
3
0

6
5

2
,
4
5
5

1
,
7
7
0

6
2
0

1
,
8
3
5

6
2
0

250 1,930

6
7

1
,
7
6
8

6
2
0

1,935 2,180 1,935 2,180

4
6
0

1
,
7
6
5

2
3
0

910 1,420 1,420 1,930 210 1,875 1,875

3,750 2,140 3,750

1,930210

2,140

展開図2　1/50

5
5

2
,
0
9
5

2
,
1
5
0

Ｐ-11

砂壁

砂壁

砂壁
砂壁

砂壁

砂壁

砂壁

砂壁

4
6
0

1
,
7
6
5

3
3
0

2
,
5
5
5

4
6
0

1
,
7
6
5

3
3
0

5
5

1
,
8
0
0

1
1
0

1
,
9
6
5

4
6
0

1
,
7
6
5

3
3
0

2
,
5
5
5

4
6
0

1
,
7
6
5

3
3
0

1
,
7
4
0

1
,
7
6
5

5
5

1
,
8
2
5

1
,
8
8
0

5
5

2
,
0
9
5

廻り縁H50 廻り縁H50 廻り縁H50 廻り縁H50

2
3
0

2
3
0

105

吊束

襖
襖

障子

玄関板戸

1
,
7
6
5

2
3
0

4
0
5

2
,
4
0
0

6
3
5

1
,
7
6
5

6
3
5

1
,
7
6
5

廻り縁H60

障子

腰　杉竪目板張り

1
7
0

1
8
5

9
5

3
5

8
9
5

9
5

4
0

廻り縁H115

付け鴨居 H50

付け鴨居 H50

障子

板戸

玄関ガラス戸

付け鴨居

廻り縁H50 廻り縁H50 廻り縁H50 廻り縁H50

小壁　砂壁

小壁　砂壁

障子

ガラス戸

踏込み床蹴込み床

障子

蹴込板

蹴込板

天井　解体 天井　解体 天井　解体 天井　解体

クロス撤去

展示棟改修工事

式台玄関

和室4帖



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

展開Ａ 展開Ｃ

A3 1/50≒1/70
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4
,
7
2
5

既存放置瓦撤去 H=300

既存放置瓦撤去 H=300
桟瓦土葺き

815 805 820 815 815 810 810 810

6,500

平面詳細図　1/50 屋根伏図　1/50

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

凡例

部材表示

X

Y

X*Y

断面位置

展開方向Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

6,500

4
,
4
4
0

求積図　1/50

部屋名

展示棟

①

延床面積

建築面積

X1

6.500

Y1

4.440

X2 Y2 面積（㎡）

28.86

28.86

28.86 

展示棟改修工事

桁、梁腐朽

劣化部分を示す。

ズレ全体にあり



650

895

4
1
0

メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

現状　展示棟

矩計図　1/30

平成28年度

関の山車会館伝承活動棟及び

1
,
1
6
0

3
,
3
3
0

6
4
5

5
,
1
3
5

棟天端

軒高

ＦＬ

ＧＬ

393 2,220 2,220 393

5,225

1
,
8
2
5

5
0
0

810 810 810 815 815 810 815 815

6,500 165165

3
5
0

2
9
5

6
4
5

3
,
2
3
5

1
,
2
5
5

5
,
1
3
5

棟天端

8
7
0

2
,
2
6
0

2
2
0

野地　杉板

垂木　50*40@405

母屋　杉　150φ

梁　桧　200φ

地棟　桧　220φ

床板 t=21

根太　90φ半割り

大引　120φ

下部　荒壁下地　杉板目板張り

荒壁下地　杉板目板張り

鼻隠し

上部　荒壁下地　杉皮仕上げ(西面のみ)

野地板 t=9

捨垂木18□

軒裏　杉板 t=9

35*75

鼻隠し　25*55

7
5

1
1
0

245

荒壁下地　杉板目板張り

荒壁下地　杉板目板張り

梁　松　220φ

梁　桧　末口150φ
梁　桧　末口150φ 梁　桧　末口150φ

梁　桧　末口150φ

梁　桧　200φ 梁　桧　200φ 梁　桧　200φ 梁　桧　200φ 梁　桧　200φ 梁　桧　200φ 梁　桧　200φ

棟木 桧　150φ

棟木 桧　150φ

小屋束　桧　105□ 小屋束　桧　105□ 小屋束　桧　105□

庇　ブリキ張り

杉板 t=9

45□

4
5

4
1
0

床板 t=21

大引　120φ

根太　90φ半割り

323 153

貫　120*20

桁　杉　120*170桁　桧　120*170

柱　杉　115□
柱　杉　115□

柱　杉　115□
柱　杉　115□

柱　杉　115□

柱　杉　115□ 柱　杉　115□

柱　杉　115□

柱　杉　115□ 柱　杉　115□

柱　杉　115□
柱　杉　115□

2
3
0

小屋束　杉　105□

215270250

1
1
0

1
7
0

1
9
0

1
7
5

285

鴨居　115*60

床束　残材,転用材混在

庇　ブリキ

樋金物　5個

10

≒5.2

2
5
0

2
3
0

10

5.2

(全解体)

(全解体) (全解体)

桟瓦土葺き

展示棟改修工事

Ｐ-18



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

現状　展示棟

平成28年度

関の山車会館伝承活動棟及び

外壁　杉板竪目板張り

外壁　杉板竪目板張り

外壁　杉板竪目板張り

石積み

石積み

石積み

石積み

破風　杉板竪桟付き

破風　杉板竪桟付き

70 1,370 70

30 795 30

870

7
0

5
0
0

7
0

荒壁あらわし

荒壁あらわし

荒壁あらわし

荒壁あらわし

庇　ブリキ張り

庇　ブリキ張り

庇　ブリキ張り

北立面図 東立面図

西立面図南立面図

立面図　1/50

≒5.2

10

≒5.2

10

縦16枚　横26枚

外壁　杉皮平割竹押さえ

外壁　杉板竪目板張り(全解体撤去)

(全解体撤去)

(全解体撤去)

(全解体撤去)

(全解体撤去)

屋根　桟瓦土葺き(全解体)

屋根　桟瓦土葺き (全解体)

展示棟改修工事

Ｐ-19



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

現状　展示棟

平成28年度

関の山車会館伝承活動棟及び

6
4
5

3
,
3
3
0

1
,
1
6
0

5
,
1
3
5

800910910910910

6
4
5

3
,
3
3
0

1
,
1
6
0

5
,
1
3
5

4,440

展開Ｂ

展開Ｄ

800 910 910 910 910

4,440

展開Ａ土蔵

815815810815815810810810

6,500

土蔵 展開Ｃ

815 815 810 815 815 810 810 810

6,500

3
,
3
3
0

1
,
0
1
0

4
,
3
4
0

1
,
0
1
0

3
,
3
3
0

4
,
3
4
0

6
4
5

6
4
5

展開図　1/50

2
3
0

105 2,505 105

55
85

6
0

1
,
8
2
5

板戸

壁　中塗り仕上げ

壁　中塗り仕上げ

2
5
0

2
0
0

1
7
0

2
0
0

1
2
0

壁　中塗り仕上げ

2
5
0

2
0
0

2
0
0

1
2
0

1
7
0

2
3
0

壁　中塗り仕上げ

幅木 幅木

幅木

幅木

展示棟改修工事

Ｐ-20



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

関の山車会館伝承活動棟及び

平成28年度

現状 展示棟

上段梁伏図　1/50 小屋伏図　1/50

6,500

6,500

4
,
4
4
0

6
3
4
.
3

6
3
4
.
3

6
3
4
.
3

6
3
4
.
3

6
3
4
.
3

6
3
4
.
3

6
3
4
.
3

4
,
4
4
0

6
3
4
.
3

6
3
4
.
3

6
3
4
.
3

6
3
4
.
3

6
3
4
.
3

6
3
4
.
3

6
3
4
.
3

土台120□

大引120φ 根太90φ半割り@300

815 815 810 815 815 810 810 810

6,500

1
,
8
2
0

9
1
0

1
,
7
1
0

4
,
4
4
0

1
,
7
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

4
,
4
4
0

815 815 810 815 815 810 810 810

6,500

床伏図　1/50 下段梁伏図　1/50

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

梁　200φ

梁　200φ

梁　200φ

梁　200φ 梁　200φ

梁　200φ 梁　200φ

115*200

115*200

115*200

115*200

115*170

115*170

6,500

4
,
4
4
0

4
,
4
4
0

1
,
1
1
0

1
,
1
1
0

1
,
1
1
0

1
,
1
1
0

1
,
1
1
0

1
,
1
1
0

1
,
1
1
0

1
,
1
1
0

1,6201,6251,6251,630

6,500

4
,
4
4
0

4
,
4
4
0

1
,
1
1
0

1
,
1
1
0

1
,
1
1
0

1
,
1
1
0

1
,
1
1
0

1
,
1
1
0

1
,
1
1
0

1
,
1
1
0

1,6201,6251,6251,630

115*170

115*170

梁　150φ梁　150φ 梁　150φ

梁　220φ

115*120
115*120

母屋　150φ

棟木　150φ

母屋　150φ

垂木40*50@405

6,500

1,630 1,625 1,625 1,620

6,500

1,630 1,625 1,625 1,620

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

Y1

Y2

Y3

Y1

Y2

Y3

Y1

Y2

Y3

Y1

Y2

Y3

解体撤去部分を示す。

凡例

劣化部分を分を示す。

大引き、根太腐朽

各種伏図 1/50

白蟻

一部白蟻

一部白蟻

展示棟改修工事

Ｐ-21

※○は床束を示す。

※■は小屋束を示す。 ※■は小屋束を示す。

※■は小屋束を示す。



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

平成28年度

関の山車会館伝承活動棟及び
軸組図　1/100

土壁を示す。

凡例

X1軸組図 X2,4,6,8軸組図

Y2Y1 Y3

X3,7軸組図

Y2Y1 Y3 Y2Y1 Y3

X5軸組図

1
,
1
6
0

3
,
9
7
5

5
,
1
3
5

1
,
1
6
0

3
,
9
7
5

5
,
1
3
5

1
,
1
6
0

3
,
9
7
5

5
,
1
3
5

1,110 1,110 1,110 1,110

4,440

1,110 1,110 1,110 1,110

4,440

1,110 1,110 1,110 1,110

4,440

Y2Y1 Y3

1
,
1
6
0

3
,
9
7
5

5
,
1
3
5

910 910 910 910 800

4,440

1
,
1
6
0

3
,
9
7
5

5
,
1
3
5

800 910 910 910 910

4,440

Y2Y1 Y3

3
5
0

3
,
6
2
5

3
5
0

3
,
6
2
5

3
5
0

3
,
6
2
5

3
5
0

3
,
6
2
5

3
5
0

3
,
6
2
5

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

土台120□

梁　120*200

梁　120*200

梁　120*170

梁　220φ

柱115□

柱115□

桁　120*170

梁　200φ

梁　220φ

桁　120*170

柱115□

柱115□

梁　200φ

梁　220φ

梁　150φ

桁　120*170

桁　120*170

柱115□

梁　200φ

梁　220φ

梁　150φ

桁　120*170

梁　120*170

差鴨居120*210

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

土台120□

梁　120*200

梁　120*200

梁　120*170

梁　220φ

X9軸組図

ＧＬ

土台下端

Y1軸組図

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

810 810 810 815 815 810 815 815

6,500

3
5
0

3
,
6
2
5

3
,
9
7
5

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

810 810 810 815 815 810 815 815

6,500

3
5
0

3
,
6
2
5

3
,
9
7
5

Y2軸組図

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

810 810 810 815 815 810 815 815

6,500

3
5
0

3
,
6
2
5

3
,
9
7
5

Y3軸組図

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

梁　200φ

梁　150φ

桁　120*170

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

梁　200φ

梁　150φ

桁　120*170

差鴨居120*210

梁　200φ

梁　150φ

梁　220φ

土台120□ 土台120□

土壁を示す。

凡例

ＧＬ

土台下端

現状　展示棟

展示棟改修工事

Ｐ-22



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

関の山車会館伝承活動棟及び

平成28年度

現状　

2,7952,7802,200

270 1,930 915 1,865 910 1,885

7,775

1
,
9
3
5

3
,
7
5
0

1
,
8
7
5

1
,
8
7
5

5
,
6
8
5

4
,
6
7
5

1
,
8
7
5

1
,
8
7
5

3
,
7
5
0

9
2
5

2
,
8
4
5

2
,
8
4
0

3
,
7
5
0

9
2
5

1
,
4
3
0

1
,
4
1
5

1
,
4
2
0

1
,
4
2
0

1
,
8
7
5

1
,
8
7
5

9
1
0

5
2
0

1
0
,
3
6
0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y0

南=3

東=6

南=2

東=3

南=1

東=4

南北=0

東=3

南=2

東=4

南北=0

東=4

南=6

東=1

南=1

東=3

南北=0

東=2

北=2

東=5

北=2

東=4

南=3

東=3

北=1

東=5

南北=0

東=3

南=2

東=7

南=2

東=5

-18

玄関

押入

和室6帖

和室4.5帖

和室8帖

畳床

床脇

広縁1

広縁2

9153,745915

5,5751,930210

X1 X2 X3 X4 X5X0

伝承活動棟平面図　1/50

1,500

2
,
6
0
0

展示棟改修工事

Ｐ-23

家財道具撤去 H1000

家財道具撤去 H1000

和室4帖

式台玄関

BM±0

南=5

東=6

南=5

東=5

南=5

東=6

南=2

東=5

南=2

東=3

南北=0

東=6

北=1

東=10

南=2

東=7

南=5

東=6

-7

-16

-11

-36

-17

-40

-9

-7 -5

-40

-22

-27

-19

-10-12

-23

-3

-7

-21

-7

-15

柱の傾斜,不陸調査図　1/50

910910910910800

4,440

800910910910910

4,440

8
1
5

8
1
5

3
,
2
5
0

8
1
0

8
1
0

8
1
0

1
,
6
3
0

8
1
0

1
6
7
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1
,
2
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2
4
2
.
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8
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5

8
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8
2
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8
1
5

8
1
5

8
1
0

8
1
0

8
1
0

6
,
5
0
0

6
,
5
0
0

土　蔵

南北とれず

東=5

南=8

東=6

南=13

東=6

南=2

東西とれず

南=5

西=5

南=9

西=3

南=7

西=4

南北とれず

東=2

西=1

600

1
,
0
3
0

5
,
1
8
5

3,125

1
,
8
3
0

2,500

4
,
0
0
0

家財道具撤去 H1000

家財道具農具撤去 H1000

BM±0

桁天端

-3

-33

-6

-57

-53

-53

-49 -49 -57

-80

3,125

Y1 Y2 Y3

X1

X2

X3

X4

X5

X6

X7

X8

X9

展示棟平面図　1/50

凡例

南=a 柱の傾斜、向きを示す。

　   単位は㎜/m

±a　BMからの高低差を示す。

(伝承活動棟は敷居、展示棟は桁の天端)

　不陸,傾斜調整について

　不陸調整目標数値は±10㎜

　柱の傾斜調整は目標数値±5mm/m

　目標数値の達成が困難な場合は、監督員と

　協議をすること。



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

関の山車会館伝承活動棟及び

平成28年度

解体部分
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1
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8
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9
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06

対象建築物

解体工事

配置図　1/200

仕上表、配置図

展示棟改修工事

 外部仕上表  主要構造部　

名   称 仕             様 名  称 仕          様

基　　礎 無筋コンクリート

屋　根

床　　束

土　　台
　外周　ラス下地モルタル仕上げ

外　壁

大　　引

根　　太
　ラワン合板張り

軒　天

胴　　縁

間　　柱

建　具

管　　柱

小 屋 梁

基　礎

軒　　桁

小 屋 束

母　　屋

垂　　木

棟　　木

内部仕上表

名   称

洋室1

洋室2

和室

台所

土間

浴室

洗面所

トイレ

廊下

押入

床

仕          上 

土間コンクリート

ベニヤ t=9

巾    木

畳寄せ

腰　　　　　　　　　壁

仕          　　　　上

ベニヤ t=6

廻り縁 天     井

テックス t=9

テックス t=9

杉板 t=9

テックス t=9

クロスボード t=6

化粧合板

テックス t=9

クロスボード t=6

テックス t=9

ベニヤ t=6

天井高 備             考

設備機器

名  称 仕        様

キッチンセット

　SUS304

浴槽

トイレ

洗面台

仕        様名  称

断熱仕様

グラスウール　1800*600　600*600ガス台

　700*900 D600 SUS304

　小便器*1、腰掛式大便器*1(陶器)

　750*600(陶器)

エアコン 　和室1台、室外機共

家具類 　箪笥500*1200*H1300 二個　机 900*1200*H300

　造付　600*2500*H1800,500*800*H1800

　机 900*1500*H800,棚700*400*H800 4個

　布団類　800*1500*H600

　照明器具10台,冷蔵庫650□H2000,洗濯機 600□H800

　小屋裏天井全面 t=50

　無筋コンクリート、一部ＣＢ造

　桟瓦葺き　3寸　野地　合板 t=12　トラス構造45*90材

フロアー合板 t=6

合板 t=12

合板　t=12㎜　タタミ

合板　t=12㎜　じゅうたん

フロアー合板 t=6

合板 t=12

フロアー合板 t=6

合板 t=12

フロアー合板 t=6

合板 t=12

フロアー合板 t=6

合板 t=12

木製幅木

H60

木製幅木

H60

木製幅木

H60

木製幅木

H60

木製幅木

H60

木製幅木

H60

モルタル

H350

磁器質タイル
磁器質タイル

H100

プリント合板 t=9

プリント合板 t=9

クロスボード t=9

プリント合板 t=9

クロスボード t=9

プリント合板 t=9

クロスボード t=9

プリント合板 t=9

30*30

木製

木製

45*45

木製

木製

木製

木製

木製

木製

木製

30*30

30*30

30*30

30*30

30*30

30*30

30*30

2400

2400

2360

2400

2750

2500

2400

2310

2310

2360 　天袋あり

H60

壁　化粧合板

腰　磁器質タイルH830

道路

土塀

―

90*30

―

30*90@300

21*48

45*90

90□

45*90

90□

90□

45*45@455

45*90

45*90

　木製ﾌﾗｯｼｭ戸,木製ガラス戸　アルミサッシ

　庇　ポリカ波板　樋　塩ビ105φ　竪60φ

Ｐ-24



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

関の山車会館伝承活動棟及び

平成28年度

解体部分

平面図,立面図,断面図　1/100

洗

冷

棚

給湯器

土間

洋室1

洋室2

押入

台所

廊下

浴室

洗面

トイレ

トイレ

洗面台

収納

たんす

たんす

机

机

棚

棚

棚

棚

棚

400

1
,
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0
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910 1,820 2,830 3,540

1,820 1,010 810 1,820 910

2,730 6,370

平面図　1/100

2,730 2,830 3,540
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0

1
,
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0

桝
桝

桝

桝

単独浄化槽

300□D300

300□D300

300□D300

450□D400

踏み石

和室

たんす

9,100

5
,
4
6
0

2
,
7
3
0

1,820

求積図　1/100

床面積　9.100*5.480+1.82*2.730=54.65㎡
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北立面図　1/100

南立面図　1/100 東立面図　1/100

西立面図　1/100

ＦＬ

軒高

最高高さ

ＧＬ
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1
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1
,
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4
,
4
9
9

450 450

ＦＬ

軒高
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610 610

外壁　モルタル

外壁　モルタル

外壁　モルタル

外壁　モルタル

外壁　モルタル

外壁　モルタル

外壁　モルタル

別棟接続部分

雨戸二枚

雨戸二枚 雨戸二枚

格子ガラス戸

ガラス戸1650*1800ガラス戸1650*1800

1650*970

勝手口ドア750*2200

ガラス戸1650*1800

ガラス戸1650*770

格子ガラス戸750*770

格子ガラス戸750*770

格子ガラス戸750*770

格子ガラス戸750*770

格子ガラス戸750*770

煙突ブリキ150φ

庇　ポリカ波板

垂木30*90@450,野地21*60

桁105*150

出窓 1650*770

棟換気口120φ
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X X

Y

Y

X-X断面図　1/100 Y-Y断面図　1/100

桟瓦桟葺き

桟瓦桟葺き

桟瓦桟葺き

桟瓦桟葺き

受け柱　鉄パイプ76φ
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亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

関の山車会館伝承活動棟及び

平成28年度

解体部分
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土間コンクリート t=150

単独浄化槽
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合板 t12両面張り
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メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部 改修

Ｒ-01

工  事  特  記  仕  様  書

特記仕様書1

平成28年度

関の山車会館伝承活動棟及び

他産業の廃棄物で得られた再生資源についても利用促進を図るものとし、

「みえ・グリーン購入基本指針」に基づく環境配慮を行うこと。

る原木は、県産間伐材、林地残材又は小径木等とするか、又はその伐採に

あたって生産された国における森林に関する法令に照らして合法な木材と

（同指針に基づき、木材を使用する場合において、原料として使用され

工事の発注者に対して支払請求を行うことができる。なお、この期間

課税対象となった場合には完成年度の翌年度の 4月1日から 8月31日

までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付して当該

品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努めること。

「建築材料・設備機材等品質性能評価事業 建築材料等評価名簿」及び

る新品とするほか国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

別記記載の資材及び見積メーカー(参考)又はこれらと同等とする。

越えて請求することはできない。また、産業廃棄物処理集計表を

(マニフェストの数量の集計)を越えて請求することはできない。

含めた各工事が支障のない状態にまで完了していること。

  建築物等の使用を想定して総合試運転調整を行ううえで、関連工事を

  本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有す

  職種別に可能なものについては積極的に活用のこと。

 また、建設工事で得られた再生資源の活用はもちろんのこと、

  本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、請負者が

 また、工事完了後にはJACICが運用する「建設副産物情報交換システム」

すること。）

項　　　目

適用基準等

登録等

工事実績情報の

発生材の処理等3

事

項

通

2

共

般

章

1 1

一

以上になるとき施工体制台帳を作成し、工事現場に備えると共に、別に

関係法令よるほか、「建設副産物適正処理推進要綱｣に従い適切処理し、

  請負者は、各下請負者の施工の分担関係を表示した施工体系図を作成し、

工事現場の見やすい場所と公衆の見やすい場所に掲げなければならない。

また、請負者は、施工体系図を別に定める様式により監督員に提出しなけ

・ 特別管理産業廃棄物  ※有(                                   )

     処理方法(                                                 )

・ 現場において再利用を図るもの(                               )

  引渡しを要するもの、再生資源の利用を図るものについては調書作成

に搬出し、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、資源の有効な

利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他

・ 引渡しを要するもの(                                         )

・

し、監督員へ提出すること。

・

・ 再生資材の利用を図るもの

・ アスファルトコンクリート塊

・ セメントコンクリート塊

定める様式により、監督員に提出しなければならない。

・ 建設発生木材

(1.3.8)

ればならない。

・

則施工に関し、必要な書類に様式を定める要綱に従い、部分下請通知書

  請負者は、下請負に付する場合は、別に定める三重県建設工事執行規

  請負者は、工事を施工するためのに締結した下請契約の請負代金額

(当該下請契約が2以上ある時は、それらの金額の総額)が4,500万円

 ただし、期間には土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律に規定する

 なお、変更時と完成時の間が10日に満たない場合は、変更時の提出を

以内に、完成時にあっては、工事完成後10日以内にJACICに登録申請

確認を受けたうえ、登録内容の変更時にあっては、変更契約締結後10日

て、変更及び完成時においても同様に「工事カルテ」を作成し、監督員の

 なお、工事請負代金額が2500万円以上の工事の場合は、受注時に加え

申請を行い、JACICから｢工事カルテ受領書｣が請負者に届いた際には、

監督員の確認を受けたうえ、契約締結後10日以内にJACICに対し登録

 データ登録は、受注時に工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、

が運営する工事実績情報サービス(CORINS)に、「CORINS入力システム」

※ 本特記事項に個別の記載の適用基準に加え、以下の基準等を適用する。

  請負者は、受注時において工事請負代金額が、500万円の工事につい

て、(財)日本建設情報総合センター工事実績情報サービ（以下「JACIC」）

国民の祝日等は含まない。

（第9号様式）を監督員に提出しなければならない。

その写しを直ちに監督員に提出しなければならない。

省略できるものとする。

・

・

しなければならない。

により当該工事に係るデータ登録を行わなければならない。

特　　記　　事　　項

・

(1.1.4)

工事内容

敷地面積

工事場所

  . 工事名

  . 工事概要

.

.

.

3

2

1

工事項目

延床面積

棟名称

構造

※

※8

9

(1.5.2)

(1.3.3)

技能士

建築材料等

※

※

※

7

6 概成工期

電気保安技術者

5

廃棄物税

システムの利用

三重県産業

  適用する

を監督員に提出すること。

へ実績報告を行うこと。

・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 )    ※ 利用できない

※ 本工事で新規受電または既設電気回路に接続し通電した時から工事に起因

する電力料金は本工事に含まれる。

の備品等

監督職員事務所

監督職員事務所

工事用水

仮設便所

工事用電力

3

5

4

6

事

工

仮

2設

衣類ロッカー

冷暖房機器

温度計

(100程度)

手すり先行専用足場型とするか、または、改善措置機材を用いて手すり

合板 又は せっこうボード張り、合成樹脂エマルジョン塗り

溶融亜鉛めっき合板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

先行工法による足場の組立て等の基準」による働きやすい安心感のある

足場とし、二段手すりと巾木の機能を有する部材をあらかじめ備えられた

備品等の設置

湯沸器

書棚

・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 )    ※ 利用できない

・ 利用できる    ※ 利用できない

雨がっぱ

構内既存の施設

構内既存の施設

構内既存の施設

種類

種類

数量

数量

種類

(2.3.1)

数量

足

組

机・いす

消火器

長ぐつ

個

請負者加入電話機

個

個

着

台

保護帽

掃除具

黒板

台 個

掛時計

個

個

懐中電灯

台

合板張り 又は ビニール床シート張り

先行専用足場型と同等の機能を確保するものとする。

(20程度)

(単位 :m2 )

※規模

部 位 等

屋  根

内壁、天井

監督職員事務所の仕上げ

面積

床

(10程度)

※ 設置する

監督職員事務所の規模(2.3.1)

仕   上   げ

(35程度) (65程度)

・・ ・

台

個

台

・

  引渡しを要しないもの、再生資源化を図るもの以外のものは、全て構外

三重県亀山市関町　木崎地内

伝承活動棟，展示棟

木造平家建，土蔵造り

建築工事

※ 建築工事標準詳細図 (平成28年版)

3

  工事者は受注時において延べ面積が 500m2以上の工事については、※4 建設副産物 12 足場   枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン※

は、工事着工前に「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」情報交換 （厚生　労働省平成15年４月策定）」により、設置については「手すり(2.2.4)

・ 自由処分

※ 処分地指定    処分地 (場内処理                                     )

埋戻し 及び

建設発生土の2

処理

1

盛り土

(マニフェスト A、B2、D票を提示し、E票は、写しを提出すること。)

監督員に報告すること。

種別    ・ A種    ※ B種    ・ C種    ・ D種　　　　　　　　　　(3.2.3)(表3.2.1)

共通仕様

  . 建築工事仕様

.1

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築

特記仕様

2）

3）

.2

1）

を適用し※印の付いたものは適用しない。

特記事項に記載される内容が複数ある事項については○印の付いたもの

項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

特記事項は、○印の付いたものを適用する。

○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

使用材料等で､複数の材料に○印が付いたものは図面による。

項目に記載の（　　）内番号は標準仕様書の該当項目、図又は表を示す。

木造工事標準仕様書(平成28年版)」(以下「木造標仕」という。)及び公共建築工事標準仕様書 (「建築工

事編」 平成28年度版)（以下、標準仕様書という。），公共建築改修工事標準仕様書 (「建築工事編」 

築工事編」 平成28年度版)（以下、改修標準仕様書という。）による。

・ 処分地未定につき相互協議する。 暫定運搬距離  8km　　　　　　　　　　　(3.2.5)

※ 最初の

・ 試験杭

位置 

位置 

試験方法

試験方法

※ 平板載荷    2箇所

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

・ 位置及び本数    ※ 図示    ※      本

・ 鉛直載荷    ・ 水平載荷    

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

※ 図示    ・               載荷荷重（        kg）

※ 図示    ・    　　　地耐力長期（fe=100kN/m2)

（        ）m 長さ

 径

・ SC杭

・ RC杭

・ PHC杭

施工方法

・ 打込み工法

・ 打撃工法

・ 上記以外の建築基準法に基づく杭

・ 開放型    ・ 閉そく型

・ 1種   ・ 2種 （ ・ A種   ・ B種   ・ C種）

（支持力                       ）

・ 1種   ・ 2種 （ ・ A種   ・ B種   ・ C種）

・ 300    ・ 350    ・ 400    ・ 450    

・ 無溶接継手

※ 行う

※ アーク溶接 継手

（支持地盤                        ）

・ A種   ・ B種   ・ C種   ・ D種   ・ E種   ・ F種

（工法               ）

杭

4

杭の載荷試験

地盤の載荷試験

既成コンクリート

試験杭 及び

試験堀り

3

4

5

・ 試験堀 ・ 位置、形状及び箇所数    ※ 図示    ・　　　　　　　　 (4.2.2)

報告書 ※ 提出部数 2部                                           (4.2.3)

報告書 ※ 提出部数 2部                                           (4.2.4)

 先端形状                                                              (4.3.2)

・ プレボーリング併用打撃工法                                          (4.3.3)

 （掘削深さ 設計GL-        m    掘削径        mm）                     (4.3.4)

・ セメントミルク工法 （支持地盤                        ）           (4.3.5)

杭頭の処理 ・ 行わない                          (4.3.7)

・ 特定埋込杭工法（建築基準法に基づく埋込杭工法とする。）                 (4.3.6)

　

　

土

　

・

　

地

　

業

　

・

　

基

　

礎

　

工

　

事

土　工　事

地　業　工　事

※ 駆動装置又は電動建具等による建具等の2次側配管配線及び操作スイッチ施工図

故に係る状況聴取、調査、検証等に協力すること。

上げ共、既存にならい補修すること。

※ 図示のベンチマーク (B.M) 　・既設渡り廊下　FL=-100　

速やかに提出すること。

   (現状地盤は B.M

  承諾を受けること。

  受注者は、発注者が行う生コンクリートに関する調査に協力すること。

  工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報するととも

に、事故発生報告書（三重県公共工事共通仕様書第13号様式）を監督員に

  また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事

  工事施工に際し既存部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕

※ 設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督員の

者の中から選定するよう努めること。

すること等。詳細は監督員と別途協議によるものとする。

  本工事に於いて、下請け契約を締結する場合には、当該契約の相手方を

※ 調査内容については、購入先、購入価格、資材の搬入と施工に条件に関

24 調査協力

25

23 事故報告

22

21

養生その他

設計GL

 mm)

  アルバム 1部 （大きさ 335mm×290mm程度）

  作成する ( ※ 完成図    ・ 保全に関する資料 )

（A4版用紙に1ページあたり3枚）

  箇所数は 外観4面 各室2面 程度とする。

 ただし、提出できない場合は監督員との協議による。

 ただし、作成できない場合は監督員との協議による。

 CADによる提出 ( ※ 要    ・ 不要 )

 CADによる作成 ( ※ 要    ・ 不要 )

   で印刷したもの 1部

※ CD  部数は「19 電子納品」を参照

  電子納品とし、次のものを提出する。

（提出部数    ※ 2部    ・  部）

※ 図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の補強

※ 図示した壁、天井の仕上材、下地材の切り込み及び補強

（提出部数    ※ 2部    ・  部）

図書編）」に基づき電子媒体も提出すること。

写真編）」等に基づき電子媒体も提出すること。

  工事完成図書は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（工事完成

※ 全写真のサルネームを印刷したもの（A4版用紙） 1部

  工事写真は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（デジタル工事

規定の箇所数が確保できない場合には、監督員と協議すること。

  デジタルカメラで撮影し、全てL版相当サイズで印刷する。

  完成図作図範囲(配置図、平面図、立面図、断面図、仕上表等)

 なお、完成図の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

※ 代表的写真を抽出し、L版相当サイズ（A4版用紙に1ページあたり3枚）

20

取合い

設備工事との 施工範囲

※

19 電子納品

・

※

※

※

18 完成写真

・

・

※

17 完成図等 ※

※

市内企業優先使用

亀山市内に事業所（建設業法において規定する主たる営業所を含む）を有する

並びに環境の保全に有効な工法の提案がある場合は、監督職員と協議する。

  設計図書に定められた工法以外で所要の品質及び性能の確保が可能な工法

(1.5.8)

工法の提案

協力

26

27

ISO14001への

詳細は監督員と別途協議するものとする。

  受注者は、亀山市のISO14001に基づく環境保全活動に協力するものとする。

28 提出書類   監督員より別途指示するものとする。

  工事写真の撮り方／建築、及び同／建築設備に従い撮影する。16 工事写真 ※

  排出ガス対策型建設機械指定要領に基づき指定された排出ガス対策型

  低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定に基づき指定された

  標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定

※15 排出ガス対策

建設機械の使用 建設機械を使用する。

※

※

13

14

工法

特別な材料の

防止

騒音・振動の

建設機械を使用する。

工法による。

キシレン

から採取することとし、困難な場合は監督員と協議すること。

行いながら空気調和を行う設備がある場合は、設備の試運転が終了して

※ 測定方法( ※ パッシブ法    ・ アクティブ法                   )

数量、価格等に考慮し、優先的に認定製品を使用すること。入手困難な

管理し、適切な乾燥時間をとるものとする。また、施工時、施工後の

通風、換気を十分に行い、室内に発散した化学物質等を室外へ放出さ

  試料は、内装工事完了から2週間以上の通風換気を行い、また、換気を

  接着剤及び塗料の塗布にあたっては、使用方法及び塗布料を十分に

  本工事では三重県リサイクル製品利用推進条例に基づき性能、品質、

住宅

※

※ 報告書提出部数 2部

その他

※

※

用

適

※ 測定物質(○で示したものとする。)

安全管理

12

濃度測定

室内空気中の

化学物質の

11

10 リサイクル認定

施工中の安全

製品の利用

アルデヒド

ホルム

学校,教育施設

施設用途

せること。

トルエン

場合は監督員と協議すること。

スチレン

ベンゼン

エチル

ベンゼン

パラジクロロ

※ 測定箇所( ※ 図示    ・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

　て協議し承諾を得るものとする。

　場合は、その木材の調達理由が明確に判る資料を提出して、監督員とその使用につい

※請負者（木材供給業者）は、「亀山市産材」以外の木材を調達しなければならない

　特別の定めがある場合を除き、「亀山市産材」を調達するものとする。

※請負者（木材供給業者）は、建築物及び工作物に使用する木材について、設計図書に

　品質が確保されることを目的とする。（「三重の木認証材」）

※亀山市で生育及び伐採された原木（以下「亀山市産材」）が多く活用され、所定の

　 を使用し、調達できない場合は県産材の順に利用するものとする。

※ 本工事に使用する木材は、原則として亀山市内の森林から産出された「地域材」

塗材は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散の少ないものとする。

トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が少ない

MDF、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂及び仕上げ

を含有しない難揮発性の可塑材を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、

発散しないか、発散が少ないものとする。

  保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しな

  接着剤は、フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-n-エチルヘキシル

  塗料は、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを

  これらの建築材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他

  合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、※

いか、発散の少ないものとする。

ものとする。

什器等は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散の少ないものとする。

関の山車会館伝承活動棟及び展示棟改修工事

展示棟改修工事

改修工事、解体工事

建築面積

1091.48㎡

87.60㎡,28.86㎡　計　116.46㎡

70.27㎡,28.86㎡　計　99.13㎡



　束

現場塗布防蟻剤

メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部 改修

平成28年度

関の山車会館伝承活動棟及び

　

　

土

　

・

　

地

　

業

　

・

　

基

　

礎

　

工

　

事

地　業　工　事

基　礎　工　事

　

　

土

　

・

　

地

　

業

　

・

　

基

　

礎

　

工

　

事

コンクリート工事

木材部位別材料(構造用集成材)

規　格 使用部位

寸法 材料の 樹種 化粧

種類 薄板厚 品質

材面の

巾 成 長さ 心材 化粧

強度等級 接着性能 曲げ特性 防腐・防蟻処理

その他

(含水率)

集成材の日本農林規格の

構造用集成材の規格

規　格種類

構造用製材

下地用製材

防腐・防蟻処理

寸法 材料の

種類巾 成 長さ

樹種 化粧等級

強度等級

機械目視

含水率 仕上げ その他

製材の日本農林規格の下地用製材の規格

使用部位

製材の日本農林規格の目視等級

区分構造用製材の規格又は機械等

級区分構造用製材の規格

規　格種類

構造用製材

寸法 材料の

種類巾 成 長さ

樹種使用部位

製材の日本農林規格の目視等級

区分構造用製材の規格又は機械等

級区分構造用製材の規格

規　格種類

構造用製材

寸法 材料の

種類巾 成 長さ

樹種使用部位

製材の日本農林規格の目視等級

区分構造用製材の規格又は機械等

級区分構造用製材の規格

下地用製材 製材の日本農林規格の下地用製材の規格

製材の日本農林規格の下地用製材の規格下地用製材

(6.2.1)

3

5 鋼杭地業 ・ SKK400   ・ SKK490

・ H形鋼管杭 ・ SHK400   ・ SHK400M   ・ SHK490M

 径 ・ 300   ・ 350   ・ 400    ・ 450   ・ 

 長さ （        ）m

先端形状     ※ 開放形    ・ 

補強工法    ※ 補強バンド    

継手        ※ JISA5525(鋼管ぐい)

施工方法

・ 打込み工法 （支持力                       ）

・ 打撃工法

・ プレボーリング併用打撃工法

 （掘削深さ 設計GL-        m    掘削径        mm）

・ セメントミルク工法 （支持地盤                        ）

・ 特定埋込杭工法（建築基準法に基づく埋込杭工法とする。）

（支持地盤                        ）

杭頭の処理 ※ 行う          ・ 行わない

6 場所打ち 施工方法

コンクリート ・ アースドリル工法

杭地業 ・ リバース工法

・ オールケーシング工法

・ 鋼管コンクリート杭工法

・ 拡底 ( ・ 行う    ・ 行わない)

鉄筋

※ 鉄筋の種類は標準仕様書 5章2節による

コンクリートの種別    ・ A種    ・ B種

N/mm2設計基準強度(            )

セメントの種類    ※ 高炉セメントB種    ・ 

最小かぶり厚さ    ※ 100    ・ 

支持地盤(                        ）

7 地盤改良 ・ （表層改良　　浅層改良 ）工法

8 砂及び砂利地業 厚さ(mm) ※ 60    ・ 図示

※ 仕上がりレベルを計測し、記録すること。

9 捨コンクリート地業 厚さ(mm) ※ 60    ・50

※ 仕上がりレベルを計測し、記録すること。

10 床下防湿層 ※ ポリエチレンフィルム（厚さ ※ 0.15mm以上    ・             ）

※ 防湿層の重ね幅、基礎梁へののみ込みは、250mm以上とする。

(4.4.2)

(表4.4.2)

(4.3.3)

(4.3.4)

(4.3.5)

(4.4.5)

(4.5.4)

(4.5.5)

(4.5.3)

(表4.5.1)

(4.5.4)

(4.6.3)

(4.6.5)

(4.6.6)

鉄筋の種類 鉄筋の記号 径 備  考

※ SD295A ※ D16以下

・ SD295B

※ SD345 ※ D19以上

・ 建築基準法第37条の規定に基づく認定を受けたもの

溶接金網 網目の形状、寸法

鉄線の径(mm)    ・ 4    ・ 5    ・ 6    ・ 10

継ぎ手 径 部  位

※ 重ね継手 ※ D16以下 全て

全て※ ガス圧接 ※ D19以上

寸法    (mm)    ・ 100×100   ・ 150×150   ・　200×200

・ 鋼管杭

(5.2.1)

(5.2.2)

11

12

13

14 鉄筋のかぶり厚さ

及び間隔

最小かぶり厚さ(目地底から算出を行う)

　・図示による

(5.3.4)

(5.3.5)

圧接完了後の 抜取試験方法 ※ 超音波探傷    ・ 引張試験

試験

特殊な鉄筋・継手 種類

杭頭補強方法 ・ A形    ※ B形

帯筋 帯筋組立の形 ※ H形    ・ W-I 形    ・ SP形    ・ 丸型

梁貫通孔補強 配筋種別 ・ H(  )形    ・ M(  )形    ・ HM(  )形    

・

荷物吊上げ用 ・ A種    ・ B種    ・ C種

フック

(別図1.1)

(別図1.1)

(別図表7.1)

(別図表7.3)

(5.4.9)

(5.5.2)

15

16

17

18

19

20

　※木造構造関係共通事項(配筋標準図)表5.1による

3

0 コンクリートの ・ 普通コンクリート ・ 軽量コンクリート ・

種類

1 普通コンクリート 設計基準強度　Ｆｃ 適   用   箇   所 スランプ

(Ｎ/mm2)の強度・スランプ 基礎　　躯体 ※ 18

(Ｎ/mm2)・ 18 土間　　捨て ※ 18

(Ｎ/mm2)・ 

類別

類 類※ ・

コンクリートの 合板せき板を用いる場合の打放し仕上げの種別

仕上り ・ A種    ・ B種    ・ C種

(6.2.2)(6.2.4)

セメント 種類

※ 普通ポルトランドセメント又は混合セメントA種

(6.2.5)

型枠 材料    

※ 複合合板 (厚さ    ※12    ・           )

コンクリートの 圧縮強度試験の供試体の材齢及び養生方法

強度試験 ※ 材齢28日 ( ※ 標準養生          ・                    )

※ 材齢28日 ( ※ 現場水中養生      ・                    )

・ 型枠脱型用 ( ※ 現場水中養生      ・                    )

・ ( ・                   ・                    )

軽量コンクリート 種別 ・ 1類    ・ 2類

無筋コンクリート 適用箇所  標準仕様書 6.14.1 による

・ 上記以外の適用箇所 (                                  )

(Ｎ/mm2) (Ｎ/mm2)・

スランプ ※ 15cm ・ 18cm

(6.3.2)(表6.3.2)

(6.8.3)

(6.9.3)(表6.9.2)

(6.10.1)(表6.10.1)

(6.14.1)

2

3

4

5

6

7

4

　柱 105 図示 製材 SD20105 桧 E70

　柱 105 図示 製材 SD20105 桧 E70 上小 現場塗布防蟻剤

現場塗布防蟻剤

　柱 図示 製材 SD20桧 E7090φ ― 無節

現場塗布防蟻剤　柱 図示 製材 SD20桧 E70120 120

特一

特一

　土　台 105 90 図示 製材 E90 特一桧 SD20 現場塗布防蟻剤

　土　台 図示 製材 E90 特一桧 SD20 現場塗布防蟻剤120 120

図示 製材 SD20桧 E70　梁 上小

図示 製材 SD20桧 E70　梁 ―

―

無節

135φ

135φ

図示 製材 SD20桧 E70　梁

図示 製材 SD20桧 E70　梁

図示 製材 SD20桧 E70

120 180

150φ

特一

　大引 105 150

特一

特一

図示 製材 SD20桧 E70 特一　大引 90φ

―

―

図示 製材 SD20桧 E70 特一　大引 105 105

図示 製材 SD20桧 E70 特一90 90

現場塗布防蟻剤

現場塗布防蟻剤

現場塗布防蟻剤

現場塗布防蟻剤

図示 製材 SD20桧 E70 特一　雲筋違 90 30

図示 製材　天井板 300 21 松

木材部位別材料(構造材)

木材部位別材料(造作材)

防腐・防蟻処理化粧等級 含水率 仕上げ その他

上小 15%以下

図示 製材　天井板 上小 15%以下240 9 杉

図示 製材 上小 15%以下杉　竿縁 30 30

図示 製材 上小 15%以下杉30 30　廻り縁

図示 製材 上小 15%以下　縁甲板 105 15 松

図示 製材 上小 15%以下　上り框 105 140 桧

図示 製材 上小 15%以下105 桧　敷居 50

図示 製材 上小 15%以下桧50　一筋敷居

　一筋鴨居 図示 製材 上小 15%以下桧50

45

45

図示 製材 上小 15%以下桧　付け鴨居 15 50

図示 製材 上小 15%以下

図示 製材 上小 15%以下

　床の間地板

　けこみ板

455 30

240 24

ケヤキ

杉

木材部位別材料(造作用集成材)

防腐・防蟻処理化粧等級 含水率 仕上げ その他

特記仕様書2

Ｒ-02

展示棟改修工事

　

　

木

　

造

　

工

　

事

・ 21

設計基準強度 ※ 21

Ｃ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｃ種

Ｃ種

Ｃ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部 改修

平成28年度

関の山車会館伝承活動棟及び

展示棟改修工事

特記仕様書3

Ｒ-03

4 合板及びその他ボード類

種類 厚さ(mm)・規格等 施工箇所(構造材･仕上げ材の別)

　構造用合板

 接着強度 ・ 特類　　 ・１類

 等級　　 ・1級　　　 ・2級

 表板種別 ・広葉樹　　・針葉樹

 厚さ(㎜) ・ 5.5 ・ 9 ・12 ・24

 板面品質 ※C-D　　　　　

 難燃処理 ・する　　　・しない

 防虫処理 ・する　　　・しない

　ケイ酸カルシウム板

※0.8Fkタイプ2(無石綿)・6・12・16

・化粧ボード(・6                  )

施工箇所 記号品名 種類 材質・規格

　土　台

備考

　アンカーボルト

接合具表

 Wナット座金付き

 ・外壁下地 ・外部軒天

　土　台 　貫通ボルト  ナット座金付き

　構造用合板 　釘  N75,N50

　添え柱 　ラグスクリュー  JISB1051 M12 L50

施工箇所 記号品名

接合金物表

材質・規格種類 備考

　

　

軸

　

組

　

構

　

法

　

工

　

事

5 1　材 料 等

　本工事で使用する接合部及び接合金具は接合具表及び接合金物表による。

　・図示2 仕口及び継手の

　形状加工

　　　　　(5.4.2)

　　　　　(5.2.2)(5.2.4)

　

　

木

　

造

　

工

　

事

1　材 料 等 　本工事で使用する下記以外の材料については部位別材料表による。

　本工事で使用する接合部及び接合金具は接合具表及び接合金物表による。

9

　

　

木

　

工

　

事

　　　　　(9.1.2)

13

　

　

屋

根

及

び

と

う

工

事

1　金属板葺き

施工箇所 長尺金属板の種類 厚さ(㎜) 屋根葺形式

　※図示 横葺き

　　　　　(13.3.2)

2　粘土瓦葺き

　　　　　(13.5.3)

3　と　い

※銅及び銅合金板並びに条

　C1204-1/4H又はC1201-1/2H

　・といの材料

　※銅板(JIS H 3100 銅及び銅合金板並びに条　C1204-1/4H又はC1201-1/2H)

0.35

15 4　小舞壁塗り

　　　　　(15.7.2)

　　工程　　　　・A種　　　　・B種

　　　　　(15.7.5)

16 1　木製建具 　建具材の加工,　組立時の含水率　　

　　　　　　　　・A種　　　・B種　　　・C種

　ふすまの材料

　　　　　　　　・図示　　　・Ⅰ型　　　・Ⅱ型

　紙張り障子の材料

　　　　　　　　・図示　　　

　　　　　(16.7.2)

2　建具用金物

　引き戸レール　・真鍮レール

　引戸用錠　　　・猿錠　　　・真鍮製ねじ込み錠

　　　　　(16.8.2)

　

　

建

　

具

　

工

　

事

3　ガ　ラ　ス 　材料　　　　　・図示

　　　　　(16.14.2)

塗 料

種類

SOP

・ 錆止め塗料の種別    ・ A種    ・ B種

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

3

(18.3.2)

施工一般2

EP

～(18.17.2)

(18.2.2)

材料1

軒天

施工箇所

構造金物B種

B種

種別 種  類

下 地 の

・ 鉄鋼面

・ ボード面

錆止め塗料塗

・ B種(見え隠れ)

・ A種(見え掛り)

・ B種

・ A種

・ C種

しらえ

素地ご

鋼製建具

巾木,羽目板CL B種

B種

・ 木部

・ 鉄鋼面

・ A種

・ B種

・ A種(見え掛り)

木部見掛

FE

ｳﾚﾀﾝ樹

脂ﾜﾆｽ

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ・ 木部
ｻﾝﾀﾞｰ掛け

3回塗

※ 木部

3回塗

　　　　　　　　ファイヤーディレーF4　不燃NM-1493同等品

　

　

左

　

官

　

工

　

事

18

・難燃塗装（木部）モーエンアクア　不燃NM-0700

その他塗装 ※ 古色塗装は現場あわせとする。

護塗装

木材保

WP

　

　

塗

　

装

　

工

　

事

　※色砂は監督員と協議の上、現場合わせとるす。

　本工事で使用する材料については部位別材料表による。

 SS400,M12,M16フック付き

 SS400,M12

　15kNホールダウン金物

　告示1460号第二号(に)  既製品金物

 既製品金物

 Zマーク同等品以上(取付け金具共)

 Zマーク同等品以上(取付け金具共) 柱脚・柱頭補強金物

 柱脚・柱頭補強金物

 既製品金物  Zマーク同等品以上(取付け金具共) 柱脚・柱頭補強金物 　告示1460号第二号(ろ)

　・桟瓦土葺き　・桟瓦筋葺き　　軒瓦　・石持無紋　

　※板厚　谷とい 　　・0.4㎜

　　　　　その他とい ・0.35㎜

　※硬質塩化ビニル

15

　

　

左

　

官

　

工

　

事

1　下　地 　※ラス系下地

　※防水紙 　・改質アスファルトフェルト

　　　　　(15.2.3)

2　小 舞 下 地

　　間渡し竹　・しのだけの丸竹　　・まだけの割り竹

　　小舞竹　　・まだけの割り竹　　・しのだけの割り竹　　・しのだけの丸竹

　　小舞縄　　・しゅろ　　・麻　　・わら縄

　　　　　(15.2.6)

3　しっくい塗り

　材料

　材料

　　　　　(15.6.2)

　・平ラス (JISA 5505 平ラスF450)

　下地

　・平ラス 　・小舞土壁塗り

　　下げお　　・青麻　　・しゅろ毛　　・マニラ麻　　・わら縄

　　　　　(15.6.3)

　・とい受金物

　　　　　(13.8.2)

　※亜鉛メッキ鋼板製

　※といについては、新設塩ビといを既存銅製樋にて被い使用すること。

　

　

内

　

装

　

工

　

事

19 1 畳　敷　き 種別　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

　　　　　(19.6.2)



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

対象家屋

対象家屋

1
3
,
4
7
4

7
,
6
1
4

1
9
,
7
4
5

8
,
1
1
1

4
,
5
1
8

1
1
,
9
9
9

1
0
,
6
0
8

5
,
7
3
4

5
,
9
0
6

1
4
,
1
9
0

7
,
4
8
5

8
,
3
2
6

9
,
2
0
6

別棟　主屋

伝承活動棟

展示棟

全体配置図　1/100

凡例

関の山車会館伝承活動棟及び

対象建築物を示す。

6
,
7
0
2

9
,
9
6
7

6
,
4
8
0

1
,
1
5
0

1
,
2
1
3

4
4
0

3
8
9

新築予定建築物

土塀

改修

足場部分を示す。

足場施工

1
4
,
6
2
0

9
,
8
3
5

1
0
,
3
1
1

足場施工

6
,
3
7
7

8
,
9
0
5

6
,
4
4
2

8
,
9
0
5

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
3
0

1
0
,
7
8
4

9
,
5
3
5

1
,
0
0
0

4
0
0

展示棟改修工事

Ｒ-04

平成28年度

4
,
8
2
5



メモ 設計 図面番号物件名/Title 図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

仕上表
関の山車会館伝承活動棟及び

平成28年度

改修

Ｒ-05

展示棟改修工事

外部　腰　竪目板張りH1010　土壁下地　砂壁仕上げ

伝

承

活

動

棟

展

示

棟

外部　土間コンクリート 　外部　竿縁杉板 2860

構造用合板 t=12 アスファルトルーフィング940kg

2465

基　　礎

仕             様 仕        様名  称名   称 名  称

 主要構造部　 断熱仕様

名  称

設備機器

屋　根

外　壁

基　礎

建　具

床　　束

土　　台

大　　引

根　　太

胴　　縁

間　　柱

管　　柱

小 屋 梁

軒　　桁

小 屋 束

母　　屋

垂　　木

棟　　木

外　　壁

床　　下

※図面参照

天 井 面

外部土間

軒　天

　

名   称

床 廻り縁

仕          上 

腰　　　　　　　　　壁

仕          　　　　上

天     井 天井高 備             考

和室8帖

和室4.5帖

和室6帖

玄関

広縁1

広縁2

畳床

床脇

押入

土蔵

仕             様 仕        様名  称名   称 名  称仕          様

 主要構造部　 断熱仕様

名  称

設備機器

屋　根

外　壁

基　礎

建　具

基　　礎

床　　束

土　　台

大　　引

根　　太

胴　　縁

間　　柱

管　　柱

小 屋 梁

軒　　桁

小 屋 束

母　　屋

垂　　木

棟　　木

外　　壁

床　　下

※図面参照

天 井 面

外部土間

軒　天

　

 外部仕上表(伝承活動棟)

内部仕上表(伝承活動棟,展示棟共)

　のべ石　土間コンクリート　踏み石

　桧　105*90,25*90,50*90 杉45□

　杉　105*210～135,90～100φ

　杉　75～80*50,52□,90φ半割り

　―

　―

　桧　105□,105*108,107□,75*105

　桧　105*140

　松　120～270φ,110□

　杉　90φ,90□,120□

　杉　120φ

　杉　90φ半割り,海布丸太40φ

　桧　120～150φ

　桧　120□

　杉　120φ

　杉　90φ半割り

　杉　30*60

　―

　杉,桧　115□

　杉,桧60φ～120φ

　杉,桧60φ～100φ,100□～135□

　桧　150～220φ

　杉,桧　120*170

　杉　105□

　杉　150φ

　杉　50*40

　桧　150φ

土間たたき仕上げ 

巾    木

― ―

竿縁杉板

杉板

小屋あらわし

2585

2585

2400

2400

2455

2150

2350

2350

2125

2125

3910

　蹴込み床、踏み込み床あり

化粧野地あらわし

　平書院、狆くぐりあり

　地袋あり

 外部仕上表(展示棟)

仕          様

　玉石、延べ石　ＲＣ基礎fc21　鉄筋SD295A

　玉石、延べ石　ＲＣ基礎fc21　鉄筋SD295A

―

　壁に手繰りあり、無双〆板戸あり

　壁に手繰りあり、無双〆板戸あり

　吊床復旧

　一部補強壁あり。

式台玄関

和室4帖

床板　さわらず

竿縁杉板(柾)

竿縁杉板(うづくり)

竿縁杉板(うづくり)

杉板(うづくり)

　長押、障子欄間、透かし欄間あり

　長押、障子欄間、透かし欄間あり

 一部蹴込板張り新設　一部ケイカル板t=6下地しっくい仕上げ新設

木製引き違いガラス戸一部新設

　玉石、のべ石基礎

※取り替えた部材の見え掛部分は、古色塗りとし、平成29年度補修の刻印を行うこと。

　玉石、のべ石基礎

　一部ＲＣ基礎、束石ブロック新設

　一部ＲＣ基礎新設

　のべ石階段

一部構造用合板 t=9　透湿防水シート平ラス下地　砂壁仕上げ

一部構造用合板 t=9　透湿防水シート平ラス下地　砂壁仕上げ

　一部補強壁あり、一部中塗り塗増し砂壁仕上げ

　垂木、野地現し

　下屋、化粧野地 竪板張りt=9 小舞15□ 化粧垂木40φ@300約2寸、一部化粧野地板 杉t=12

　木製引き違いガラス戸補修、残り補修調整、木製開き戸補修調整

　屋外　土壁下地　杉竪目板張り　西面一部杉皮平割り薫煙竹押さえ　けらば,軒先　杉板竪桟押さえ　一部中塗り仕上げ

　垂木、野地　土壁塗りこみ中塗り仕上げ

　建具なし　土壁塗りこみ中塗り仕上げ開口

杉板　t=15　部分取替え

杉板　t=15　部分取替え

桧板 t=21　部分取替え

杉板　t=15　部分取替え

杉板　t=15　部分取替え

縁甲板　t=15　復旧

縁甲板　t=15　復旧

ケヤキ板　復旧

杉板 t=21　部分取替え

畳　取替え

畳　取替え

畳　取替え

うすべり畳　取替え

杉板 t=15　取替え

畳　取替え

杉

畳寄せ

畳寄せ

杉

畳寄せ

杉

畳寄せ

畳寄せ

杉

杉

腰壁一部　板張り

土壁下地　砂壁仕上げ補修

土壁下地　砂壁仕上げ補修

土壁下地　砂壁仕上げ補修

土壁下地　砂壁仕上げ補修

土壁下地　砂壁仕上げ補修

土壁下地　砂壁仕上げ補修

土壁下地　砂壁仕上げ補修

土壁下地　砂壁仕上げ補修

土壁下地　砂壁仕上げ補修

土壁下地　砂壁仕上げ補修

しっくい補修

中塗り仕上げ　補修

腰壁　竪目板張り

杉

杉

杉

杉

杉

杉

杉

杉

杉

杉

杉

竿縁30*18　杉板 柾目 t=9　新設

竿縁31*21　杉板 杢目 t=9　新設

松板t=21　踏み天 部分取替え

竿縁30*18　杉板 杢目 t=9　新設

※赤表記部分は改修部分を示す。

※取り替えた部材の見え掛部分は、古色塗りとし、平成29年度補修の刻印を行うこと。

※取り替えた部材の見え掛部分は、古色塗りとし、平成29年度補修の刻印を行うこと。

　小壁　土壁しっくい仕上げ　腰壁　杉竪目板張り　

　一部カラーガルバリウム鋼板t=0.35水切り新設　西面　杉竪目板張り補修

アスファルトルーフィング940kg

　庇　銅板t=0.3張り新設

　下屋 いぶし桟瓦筋葺き 野地  　　　　　　　 杉皮 垂木45*60@360約5寸　

　いぶし桟瓦土葺き　　　　　　　　　　            野地　杉板,杉皮　垂木90φ半割り桁より45□加工@300 約5.5寸 既存銅製+塩ビ雨どい100φ

アスファルトルーフィング940kg　いぶし桟瓦土葺き　　　　　　　　　　　　　　野地　杉板,杉皮　垂木50*40@405 約5.2寸 銅製雨樋100φ



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

関の山車会館伝承活動棟及び

平成28年度

平面図詳細図　1/50

改修　伝承活動棟

主屋へ
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2,845 2,840 3,750 925

1,430 1,415 1,420 1,420 1,875 1,875

910 520

10,360

展開方向 Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

凡例

部材表示

X

Y

X*Y

断面位置

玄関

押入

床脇

9
1
5

3
,
7
4
5

9
1
5

5
,
5
7
5

和室6帖

天井　竿縁

和室8帖

天井　竿縁

天井　竿縁

天井　化粧野地

化粧垂木表し

釣床

天井　竿縁

腰壁　目板張り

床　　土間コンクリート

畳床

1
,
9
3
0

2
1
0

Y1Y2Y3Y4Y5Y6Y7

X1

X2

X3

X4

X5

X0

x1

x2 x2

y1

y1

Y0

広縁1

広縁2

天井　杉板

x1

踏込み床
蹴込み床

和室4.5帖

地袋

玉石

ガラス戸補修

床　たたみ新設

床　　縁甲板復旧

床　　縁甲板復旧

床　　杉板新設

床　　板張り復旧

床　　タタミ新設

床　　タタミ新設

格子ガラス戸補修

障子戸補修

障子戸補修

ガラス戸新設

ガラス戸新設

床　　タタミ新設襖補修

襖補修

襖補修

障子補修

襖補修

障子補修

障子補修

ガラス戸補修

壁　　砂壁全面補修

壁　　砂壁全面補修

柱105□新設

壁　　砂壁全面補修

壁　　砂壁全面補修

壁　　砂壁全面補修

壁　　砂壁全面補修

壁　　砂壁全面補修

天井　竿縁天井復旧

天井　竿縁天井復旧

天井　竿縁天井復旧

板雨戸補修、真鍮レール新設

板雨戸補修、真鍮レール新設

板雨戸補修、真鍮レール新設

板雨戸補修、真鍮レール新設

板戸補修

内部　構造用合板+透湿防水シート平ラス下地　砂壁仕上げ

内部　構造用合板+透湿防水シート平ラス下地　砂壁仕上げ

内部　構造用合板+透湿防水シート平ラス下地　砂壁仕上げ

柱　桧90φ　取替え

敷石　真鍮レール埋め込み

和室4帖

式台玄関

鴨居　吊ボルトM12新設

展示棟改修工事

Ｒ-06

9
1
0

天井　踏み天(松板t=21)新設

壁　　砂壁全面補修

天井　杉板

床　　薄縁たたみ新設

壁　　砂壁全面補修

壁　　砂壁全面補修

床　　けやき板復旧

910

X6

※赤字は解体,改修部分を示す。

※レベル不陸調整は、P23(現状図)

　を参照とする。

※床は畳床を除き全解体とする。

竪樋落し口60φ

竪樋落し口60φ

竪樋落し口60φ

板戸補修

壁　　しっくい補修

地袋襖補修

釣障子補修

内障子新設

ガラス戸補修

ガラス戸補修

105

内部　構造用合板+透湿防水シート平ラス下地　砂壁仕上げ

外部腰壁　杉竪目板張り,水切り　ガルバリウム鋼板t=0.3加工　

外部　構造用合板+透湿防水シート平ラス下地　しっくい仕上げ

ふかし壁　内部　ケイカル板t=6下地　砂壁仕上げ

柱新設　桧105□

柱新設　桧105□

一枚新設

ガラス戸一枚新設

こちら側は主屋工事に含むこちら側は主屋工事に含む

竪樋落し口60φ

蓄光式非難誘導灯設置



関の山車会館伝承活動棟及び
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〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218
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屋根伏図 下屋屋根伏図

5.5

5.55.5

5.5

5.0

5.0

5.0

5.0

6
0
0

6
0
0

7
5
0

天井、屋根伏図　1/100

平成28年度

X1 X2 X3 X4 X5

Y1
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Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

X0 X1 X2 X3 X4 X5

Y1

Y2
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Y1
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Y3

Y4

Y5
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X0
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凡例

一階天井伏図

改修 伝承活動棟

改修部分を示す。

30*18

30□

30*18

31*21

竿縁天井復旧

竿縁天井復旧

竿縁天井復旧

化粧野地杉板目t=9，小舞杉15□，化粧垂木杉40φ部分取替え

化粧野地杉板目t=9，小舞杉15□，化粧垂木杉40φ部分取替え化粧野地杉板目t=9，小舞杉15□，化粧垂木杉40φ部分取替え

※赤表記は改修部分を示す。

展示棟改修工事

いぶし桟瓦筋葺き(役物既存使用)

Ｒ-07

屋根の増築部分は既存にならう

いぶし桟瓦土葺き　役物既存使用

銅製t=0.35加工

谷樋

天井　松板t=21部分取替え

(下地,垂木)

屋根瓦は全て取り替え

軒樋　銅製100φ

軒樋　銅製100φに塩ビ100φ落し込み

軒樋　銅製100φに塩ビ100φ落し込み

軒樋　銅製100φに塩ビ100φ落し込み
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〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150
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,
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下屋軒高

≒5
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4
6
0
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,
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2
5

3
,
8
1
4

4
,
2
7
4

玄関

C
H

C
H

廻り縁50□

母屋　120φ

差鴨居　105*230

鴨居　105*50

腰壁　竪目板

ＧＬ

1ＦＬ

棟天端

軒高

差鴨居　105*200

上框 105*170

床束　60□

梁　105*140

棟木　120φ

母屋掛　45*90

垂木掛　45*90

掛　50*115

蹴込板

桁 135φ

平成28年度

関の山車会館伝承活動棟及び
矩計図X1　1/30

3,7501,935910

6,595600 600

付け鴨居 H50

土台　105*90

105

束　105□

3
5

8
9
5

9
5

4
0

1
0

土台　105*90

壁　砂壁補修

壁　砂壁補修

壁　砂壁補修

床　タタミ新設

樋受金具打ち込みタイプ

樋受金具横打ちタイプ

障子補修

アスファルトルーフィング 940

杉板 t=15取替え

根太　桧52□@360取替え

框　桧105*140取替え

土台　桧105*90取替え

蹴込板　杉板目t=9　取替え

垂木　桧90φ半割加工新設

小舞　杉15□　部分取替え

天井　竿縁杉30*18 杉板 t=9

大引　桧100φ取替え

軒桁　桧105*140取替え

化粧野地　杉板竪板張りt=9　部分取替え

南面　軒先のみ野地は化粧杉板 t=12

※赤表記は改修部分を示す。

改修 伝承活動棟

野地板　構造用合板 t=12,杉皮 新設

和室4帖

化粧垂木 杉40φ@300　部分取替え

敷石　真鍮レール埋め込み

Ｒ-08

展示棟改修工事

屋根　いぶし桟瓦筋葺き

天井　松板 t=21　部分取替え

床束90□　束石ブロック200□新設

既存銅製軒樋100φに塩ビ100φ落し込み

既存銅製軒樋100φに塩ビ100φ落し込み



根太　90φ半割@300復旧
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軒高

棟天端
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差鴨居　105*230

差鴨居　105*230

5
0

2
,
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6
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軒桁　105*140

母屋束　90□　

棟束　120□

棟木　120φ

小屋貫　15*105

梁　210φ

梁　240φ

梁　210φ

梁　240φ

梁　240φ

梁　270φ

梁　240φ

軒桁　105*140

梁　240φ

隅木　135φ半割

腰壁　竪目板

天井　竿縁33*21 杉板 t=9

天井　竿縁33*21 杉板 t=9

天井　竿縁21*33 杉板 t=9

欄間障子 欄間障子

上框 105*210

凡例

部材表示

X

Y

X*Y

床　縁甲板

根太　45*60@300

廻り縁50□

廻り縁50□

廻り縁50□

廻り縁50□

垂木掛　45*90
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長押　H90
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敷居　105*55

鴨居　105*50
鴨居　105*50

鴨居　105*50

敷居　105*55

敷居　105*55

縁框　55□

一筋鴨居　55□

鴨居　105*50

下屋桁　135φ

桁 135φ

床束　120□

手繰り

平成28年度

矩計図X2　1/30
関の山車会館伝承活動棟及び
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9

天井　竿縁33*21 杉板 t=9

母屋　120φ
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105

吊束 吊束
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0
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吊竹

73065

27

広縁1

3
0

2
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4
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0

梁　270φ

≒5

10

下屋軒高

壁　砂壁補修

壁　砂壁補修

壁　砂壁補修

壁　砂壁補修

壁　砂壁補修

障子補修

障子補修

壁　砂壁補修

改修　伝承活動棟

樋受金具横打ちタイプ

樋受金具打ち込みタイプ

樋受金具横打ちタイプ

床　タタミ新設

床　タタミ新設

杉板 t=15部分取替え
床　杉板 t=21復旧

大引105*140復旧

アスファルトルーフィング 940

アスファルトルーフィング 940

野地板　杉板 t=12　杉皮 t=3

垂木　桧90φ半割　軒から45□加工

垂木　桧90φ半割取替え

小舞　杉15□　部分取替え

化粧垂木 杉40φ 部分取替え

差大引　桧105*150取替え

大引　桧105*140取替え

差大引　桧105*150取替え

差大引　桧105*135取替え

杉板 t=15部分取替え

根太　桧90φ半割@455部分取替え

根太　桧75*50@455取替え

垂木　桧90φ半割取替え

小舞　杉15□　部分取替え

化粧垂木 杉40φ 部分取替え

RC基礎新設(基礎伏図参照)

框　105*160

雨戸真鍮レール新設

※赤表記は改修部分を示す。

化粧野地　杉板竪板張りt=9 部分取替え

化粧野地　杉板竪板張りt=9 部分取替え

壁　砂壁補修

壁　砂壁補修

野地　構造用合板 t=12,杉皮

柱下無筋コンクリート補強

添え土台　桧105*90　新設

蹴込板　t=21新設

屋根　いぶし桟瓦土葺き

下屋　いぶし桟瓦筋葺き

アスファルトルーフィング 940

野地　構造用合板 t=12,杉皮t=3

展示棟改修工事

床束　100φ

Ｒ-09

式台玄関

防湿コンクリート t=60

床束90□束石ブロック200□新設

床束90□束石ブロック200□新設

下屋　いぶし桟瓦筋葺き

内障子戸新設

樋受金具打ち込みタイプ

に塩ビ100φ落し込み

既存銅製軒樋100φに塩ビ100φ落し込み

既存銅製軒樋100φに塩ビ100φ落し込み

既存銅製軒樋100φに塩ビ100φ落し込み

既存銅製軒樋100φ



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

平成28年度

関の山車会館伝承活動棟及び
矩計図y1　1/30

改修 伝承活動棟

4
6
0

3
,
2
1
5

3
,
6
7
5

2
,
4
2
5

5
,
2
4
0

ＧＬ

1ＦＬ

軒高

棟天端

下屋軒高

≒5

10

母屋束　90□　

長押　H90

桁 135φ

母屋　120φ

10

≒2

600 910 915 1,873

上框 105*160

廻り縁50□

廻り縁50□

廻り縁50□

天井　竿縁33*21 杉板 t=9

差大引き105*135

1,873 915

2
,
5
8
5

C
H

2
,
3
1
0

C
H

1
2
0

6
3
0

6
0

2
0

7
4
0

2
0

3
0

105 860 55

30

鴨居105*50

鴨居105*50

敷居105*55

和室8帖

広縁2

床脇

地袋

梁　240φ

梁　240φ

棟束　120□

小屋貫　15*105

母屋束　90□　

母屋束　90□　

外壁　杉竪目板張り

3
,
6
7
5

9
0
5

2
,
7
7
0

天井　杉板

3
0

2
0
0

4
03
0

梁　240φ

梁　210φ

5,5751,510

85 375

460373

狆くぐり

軒桁　105*140

軒桁　105*140

ケヤキ板

ケヤキ板

棟木　120φ

床　タタミ取替え

壁　砂壁補修

壁　砂壁補修

壁　砂壁補修

土台　105*90　取替え

土台　105*90　取替え

根太　45*60@300　復旧

床　縁甲板　復旧

垂木　90φ半割新設

壁　砂壁補修

障子改修

化粧垂木 40φ　部分取替え

小舞　15□　部分取替え

樋受金具横打ちタイプ

樋受金具横打ちタイプ

樋受金具打ち込みタイプ

大引　桧90φ　取替え

杉板 t=15部分取替え

根太　桧75*50@455部分取替え

差大引　桧105*150　取替え

床脇は、地袋，床を現状復旧

柱下無筋コンクリート補強

RC基礎新設(基礎伏図参照)

添え土台　桧105*90　新設

化粧野地　杉竪板張り　部分取替え

※赤表記は改修部分を示す。

アスファルトルーフィング 940

野地板　杉板 t=12　杉皮 t=3

垂木　桧90φ半割　軒から45□加工

野地　構造用合板t=12,杉皮新設

アスファルトルーフィング 940

下屋　いぶし桟瓦筋葺き

屋根　いぶし桟瓦土葺き

Ｒ-10

展示棟改修工事

銅製軒樋100φに塩ビ100φ落し込み

既存銅製軒樋100φに塩ビ100φ落し込み

既存銅製軒樋100φに塩ビ100φ落し込み



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

東立面図　1/50

蹴込板蹴込板蹴込板蹴込板蹴込板

3
,
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7
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2
,
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6
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ＦＬ

最高軒高

下屋軒高

西立面図　1/50

3
,
6
7
5

2
,
4
2
5

4
6
0

ＦＬ

最高軒高

下屋軒高

しっくいしっくいしっくいしっくい

3
,
6
7
5

2
,
5
8
0

4
0
5

最高軒高

南下屋軒高

広縁ＦＬ

5
,
7
8
0

最高高さ

5
,
7
8
0

最高高さ

北立面図　1/50

立面図　1/50

蹴込板
蹴込板

蹴込板

引違いガラス戸

平成28年度

関の山車会館伝承活動棟及び

付け土台　50*90

戸箱

戸箱

戸箱

付け土台　50*90

土台　105*90

土台　105*90

板雨戸4枚

改修　伝承活動棟

土台　105*90
土台　桧105*90　新設

土台　桧105*90　新設

ガラス戸新設
ガラス戸新設

砂壁補修

玄関板戸2枚

玄関格子ガラス戸補修

板戸補修

南立面図　1/50

受け柱　桧105□新設

戸箱補修

杉竪目板張り t=12

水切 杉 30*45

柱　桧105□新設

鉢巻 杉 60*15

破風　杉 t=30

受桟　30□

破風　杉板 t=30　新設

受桟　30□

しっくい仕上げ

ケイカル板t=6下地

水切　カラーガルバリウム鋼板 t=0.3加工

※赤表記は改修部分を示す。

屋根　桟瓦筋葺き5寸(役物既存使用)

手前　蹴込板 t=21 奥添え土台　桧105*90　新設

蹴込板

受柱取替え 桧90φ

受柱取替え 桧90φ

展示棟改修工事

Ｒ-11

屋根　いぶし桟瓦土葺き5.5寸(役物既存使用)

屋根　いぶし桟瓦土葺き5.5寸(役物既存使用)

屋根　いぶし桟瓦土葺き5.5寸(役物既存使用)

屋根　いぶし桟瓦土葺き5.5寸(役物既存使用)

屋根　いぶし桟瓦筋葺き5寸(役物既存使用)

屋根　いぶし桟瓦筋葺き5寸(役物既存使用)

しっくい補修

しっくい補修

竪目板貼り補修

蹴込板補修

しっくい補修

しっくい補修

水切り　銅板 t=0.4

竪樋 銅製75φで塩ビ75φを覆う

竪樋 銅製75φで塩ビ75φを覆う

竪樋 銅製75φで塩ビ75φを覆う

竪樋 銅製75φで塩ビ75φを覆う

竪樋 銅製75φで塩ビ75φを覆う

既存銅製軒樋100φに塩ビ100φ落し込み

既存銅製軒樋100φに塩ビ100φ落し込み

既存銅製軒樋100φに塩ビ100φ落し込み

既存銅製軒樋100φに塩ビ100φ落し込み

既存銅製軒樋100φに塩ビ100φ落し込み

既存銅製軒樋100φに塩ビ100φ落し込み



ＧＬ

ＦＬ

3,745

メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

展開Ａ 展開Ｂ 展開Ｃ 展開Ｄ

展開図1　1/50

展開Ａ 展開Ｂ 展開Ｃ 展開Ｄ

展開Ａ 展開Ｂ 展開Ｃ 展開Ｄ

A3 1/50≒1/70
関の山車会館伝承活動棟及び

3,750 3,750 3,745

和室8帖

和室6帖
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ＦＬ
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長押H90

2
0
0

4
0

3
0

3
0

2
0
0

4
0

3
0
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0

86055

30

長押H90 長押H90
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,
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落掛

55

30

860

障子欄間

2
0
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3
0

地袋

床脇

長押H90

8
0

5
0
0

5
0

透かし欄間

41585375

105 105
105

吊束吊束吊束

障子欄間

1
,
7
6
5

8
2
0

8
4
0

畳床

畳床 床脇

65 730

27

2
0
0

4
0

3
0

3
0

障子欄間

透かし欄間

8
0

5
0
0

5
0

廻り縁H50 廻り縁H50 廻り縁H50
廻り縁H50

長押H90 長押H90 長押H90
長押H90

廻り縁H50 廻り縁H50 廻り縁H50 廻り縁H50

平書院窓 685φ

押入 押入

砂壁補修
砂壁補修

砂壁補修
砂壁補修

砂壁補修

砂壁補修

砂壁補修

砂壁補修 砂壁補修

砂壁補修

砂壁補修
砂壁補修

砂壁補修

砂壁補修

砂壁補修

砂壁補修

砂壁補修

砂壁補修

障子補修 障子補修

障子補修

襖補修

襖補修

襖補修

障子補修

襖補修

改修 伝承活動棟

竿縁天井復旧　杉板 柾目t=9 竿縁30*18竿縁天井復旧　杉板 柾目t=9 竿縁30*18 竿縁天井復旧　杉板 柾目t=9 竿縁30*18

竿縁天井復旧　杉板 柾目t=9 竿縁30*18

天井復旧　杉板 うづくりt=9

戸当り45*50新設

一筋鴨居45*50新設

砂壁仕上げ

ガラス戸新設

ガラス戸新設

竿縁天井復旧 竿縁30*18　杉板 板目 t=9 竿縁天井復旧 竿縁30*18　杉板 板目 t=9

付け柱 105*30新設

砂壁補修

砂壁補修

砂壁補修

※赤表記は改修部分を示す。

襖補修

襖補修

構造用合板 t=9 透湿防水シート平ラス下地

構造用合板 t=9 透湿防水シート平ラス下地

砂壁仕上げ

展示棟改修工事

Ｒ-12

一筋敷居45*55新設

一筋鴨居45*50新設

中塗塗り増し、砂壁仕上げ
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メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

展開Ａ 展開Ｂ 展開Ｃ 展開Ｄ

展開Ｂ 展開Ｃ 展開Ｄ

展開Ｂ 展開Ｃ 展開Ｄ

A3 1/50≒1/70
関の山車会館伝承活動棟及び
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廻り縁H115

付け鴨居 H50

付け鴨居

廻り縁H50 廻り縁H50 廻り縁H50 廻り縁H50

障子

ガラス戸

踏込み床蹴込み床

障子

蹴込板

砂壁補修

砂壁補修

砂壁補修

砂壁補修

砂壁補修

襖補修
襖補修

障子補修

玄関ガラス戸

板戸補修

蹴込板
腰　杉竪目板張り

障子補修

砂壁補修

砂壁補修

砂壁補修

砂壁補修

砂壁補修

砂壁補修
砂壁補修

竿縁21*31 杉板柾目 t=9

竿縁天井復旧

竿縁天井復旧

竿縁21*31 杉板柾目 t=9

竿縁天井復旧

竿縁21*31 杉板柾目 t=9

竿縁天井復旧

竿縁21*31 杉板柾目 t=9

改修 伝承活動棟

小壁　砂壁補修

※赤表記は改修部分を示す。

付け鴨居 H50

砂壁補修

砂壁補修

砂壁補修

砂壁補修

小壁　砂壁補修

展示棟改修工事

Ｒ-13

式台玄関

和室4帖

踏み天　松板 t=21 踏み天　松板 t=21 踏み天　松板 t=21 踏み天　松板 t=21

障子補修

パイプファン(機械設備工事)

玄関内障子戸新設

こちら側は主屋工事に含む

こちら側は主屋工事に含む

こちら側は主屋工事に含む

こちら側は主屋工事に含む



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

展開Ａ 展開Ｃ

A3 1/50≒1/70
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板戸補修

※赤表記は改修部分を示す。
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展示棟改修工事
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ガラス戸補修

ガラス戸一枚追加
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柱脚根継ぎ

関の山車会館伝承活動棟及び
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基礎Ｂ

基礎Ｂ

基礎伏図 床伏図土台伏図

柱脚根継ぎ

土台　桧105*90取替え

土台　桧105*90取替え

柱脚根継ぎ

束100φ

柱脚根継ぎ

柱脚根継ぎ

柱脚根継ぎ

土台　桧105*90取替え

玉石　約200φ

玉石　約200φ新設

土台　桧105*90新設

土台　桧105*90新設

土台　桧105*90新設

土台　桧105*90新設

土台　桧105*90取替え

土台　桧105*90取替え

大引　桧100φ取替え

根太　桧52□@360取替え

差大引　桧105*150取替え

差大引105*135

差大引　桧105*150取替え

差大引　桧105*150取替え

差大引　桧105*150取替え

大引　桧105*140取替え

差大引　桧105*155取替え

差大引　桧105*150取替え

大引　桧90φ取替え

根太　桧90φ半割り@455部分取替え

根太　桧75*50@455部分取替え

根太　桧80*50@455部分取替え

大引　桧90φ取替え

框　桧105*140取替え

根太掛け　桧45*90取替え

継手詳細 NS

※差大引は小根ホゾ鼻込栓打ちとする。

※赤表記部分は改修箇所を示す。

基礎，土台，床伏図　1/100

HD-15HD-15

　 1/30≒1/45

平成28年度

改修 伝承活動棟

玉石

のべ石L500,W130

玉石

玉石

玉石

玉石

玉石

基礎Ａ

HD-15

※新設材は蟻継ぎ、柱は金輪継ぎ，土台に長ホゾ込栓差しとする。

※□は床束90□追加部分を示す。

HD-15

基礎Ａ

玉石

防湿コンクリート t=60

※表記無き□は束石ブロック200□追加部分を示す。

展示棟改修工事

Ｒ-15

Ｂ基礎部分を示す。

土台　桧105*90新設

土台　桧105*90新設

土台　桧105*90新設
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金輪継ぎ標準図 蟻継ぎ標準図 長ほぞ込栓差し標準図 小根ホゾ鼻栓打ち標準図

込み栓
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W/2 (2寸)

3W/8 (1.5寸)

H/2

W/4

(1寸)

W/8 (5分)

腰掛け

横架材

込み栓

横架材

小根ほぞ

鼻栓

柱

柱

鼻栓

RC基礎新設　Fc21

上下共2-D13 STP-□-D10-200@
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添え土台　桧105*90　新設

アンカーボルト M12 L300@1800
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Ｂ基礎標準断面図

捨てコンクリート t=30

RC-40 t=60 RC-40 t=60

捨てコンクリート t=30

3
0

3
0

Ｂ基礎補強壁部分断面図

柱下無筋コンクリート補強

1
5

200

柱下無筋コンクリート補強

Ａ基礎標準断面図
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5

基礎詳細 1/30
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0
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貫通ボルトM12@1800 外部埋木

RC-40 t=60

捨てコンクリート t=30

アンカーボルト M12 L300@1800

添え土台　桧105*90　新設

土台　桧105*90　新設

HD15設置箇所200㎜以内にアンカーボルト M16 L300

RC基礎新設　Fc21

上下共2-D13 STP-□-D10-200@

※柱を仮受け後、Ａの基礎を先行して

　後に、Ｂ基礎の施工を行う。

　施工すること。
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200

250

アンカーボルト M12 L300@1800

添え土台　桧105*90　新設

HD15設置箇所200㎜以内にアンカーボルト M16 L300

土台　桧105*90　新設

RC基礎新設　Fc21

上下共2-D13 STP-□-D10-200@

RC-40 t=60

捨てコンクリート t=30

Ｃ部基礎補強壁部分断面図

貫通ボルトM12@2箇所 外部埋木

添え土台　桧105*90　新設

アンカーボルト M12 L300二箇所
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梁、小屋伏図　1/100

改修 伝承活動棟

※赤表記は改修部分を示す。

平成28年度

小屋束を示す。
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下段　丸太梁継手
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凡例

確認できた継ぎ手位置を示す。

下屋増築部分を示す。

母屋　桧135φ

母屋　桧135φ

棟木　桧135φ

垂木　90φ半割り@300

隅木　80φ

桁　135φ

小屋束を示す。

凡例

確認できた継ぎ手位置を示す。

下屋増築部分を示す。

桁　桧135φ新設

桁　桧135φ新設

垂木　90φ半割り@300部分取替え

垂木　90φ半割り@300部分取替え

垂木　90φ半割り@300部分新設

垂木　90φ半割り@300部分新設

垂木　90φ半割り@300部分取替え

軒先45□加工

垂木　90φ半割り@300新設

軒先45□加工

垂木　90φ半割り@300部分取替え

軒先45□加工

垂木　90φ半割り@300新設

垂木　90φ半割り@300部分取替え

軒先45□加工
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ホゾ差し鼻栓打ち
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平面図 断面図

Ａ部詳細図1/30

桁　135φ 桁　135φ

桁　135φ

展示棟改修工事

Ｒ-16

油圧ダンパー設置箇所を示す。

桁　105*135

M12ボルトにて二箇所緊結

埋め木
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凡例

土壁を示す。

構造用合板補強を示す。

基礎補強を示す。

凡例

土壁を示す。

構造用合板補強を示す。

基礎補強を示す。

土壁を示す。

構造用合板補強を示す。

基礎補強を示す。

凡例

柱根継ぎ

柱根継ぎ

柱根継ぎ
柱根継ぎ

柱根継ぎ

土台取替え 差大引105*150取替え

差大引105*150取替え

差大引105*150取替え
土台105*90

土台105*90

添え土台105*90新設

添え土台105*90新設

土台105*90新設

改修　伝承活動棟

柱根継ぎ

※赤表記は改修部分を示す。

4
6
0

2
,
2
0
5

2
,
6
6
5

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7

X0軸組図

柱105□

柱110φ

柱105□
柱105□

梁　110□

梁　160φ

1,875 1,875 1,935 910

6,595

Y0

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7

X6軸組図

2
,
4
2
5

柱90φ 柱90φ 柱90φ 柱90φ 柱90φ取替え

柱100□新設

桁135φ部分取替え

上下共　桁135φ新設

展示棟改修工事

Ｒ-17

油圧ダンパーを示す。

油圧ダンパーを示す。

油圧ダンパーを示す。

柱105□新設

105

105

添え土台105*90新設

土台，添え土台105*90新設

土台105*90新設

柱105□新設



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

平成28年度

関の山車会館伝承活動棟及び

※赤表記は改修部分を示す。

凡例

土壁を示す。

構造用合板補強を示す。

基礎補強を示す。

土壁を示す。

構造用合板補強を示す。

基礎補強を示す。

凡例

凡例

土壁を示す。

構造用合板補強を示す。

基礎補強を示す。

桁105*140

X1 X2 X3 X4 X5

柱105□

柱105□

柱105□

柱105□

框105*160

差鴨居105*230

土台50*90

X0

4
6
0

3
,
2
1
5

3
,
6
7
5

2
,
2
0
5

1,930 2,780 910

柱105□

1,885

5,575

Y7軸組図

土台105*90

X1 X2 X3 X4 X5

Y0軸組図

915 3,745 915

5,575

柱105□

柱105□

土台105*90

框105*160

2
,
5
8
0

X1 X2 X3 X4 X5

柱105□

柱105□

土台105*90

框105*210

差鴨居105*230

梁　210φ

梁　210φ

梁　210φ

梁　90φ

梁　210φ

X0

4
6
0

3
,
2
1
5

3
,
6
7
5

2
,
2
0
5

915

5,575

1,930 2,780 1,880

Y6軸組図

ＧＬ

ＦＬ

X1 X2 X3 X4 X5

柱105□

柱105□

柱105□
柱105*108

柱75*105

梁　240φ

梁　210φ

梁　135φ

差大引105*150

土台90φ半割り

X0

1,930 915 1,872.5 1,872.5 915

5,575

4
6
0

3
,
2
1
5

3
,
6
7
5

2
,
2
0
5

梁　160φ

Y5軸組図

柱根継ぎ 柱根継ぎ 柱根継ぎ

差大引105*150取替え

差大引105*150取替え土台105*90取替え

X1 X2 X3 X4 X5

柱105□

梁　240φ

梁　240φ

梁　210φ

梁　120φ

X0

1,930 915 1,872.5 1,872.5 915

5,575

4
6
0

3
,
2
1
5

3
,
6
7
5

2
,
2
0
5

梁　160φ

Y4軸組図

柱根継ぎ

X1 X2 X3 X4 X5

柱105□

柱105□

柱107□

柱105□

梁　270φ

梁　105□

梁　240φ

X0

1,930 915 3,745 915

5,575

4
6
0

3
,
2
1
5

3
,
6
7
5

2
,
2
0
5

柱105□

Y3軸組図

柱根継ぎ

柱根継ぎ

差大引105*155取替え

土台105*90取替え

X1 X2 X3 X4 X5

柱105□

柱105□

梁　240φ

梁　240φ

梁　240φ

915 3,745 915

5,575

4
6
0

3
,
2
1
5

3
,
6
7
5

Y2軸組図Y1軸組図

ＦＬ

ＧＬ

5,575

9151,872.51,872.5915

土台105*90

差大引105*135

梁　210φ

桁　105*140

柱105□

柱105□
柱105□

柱105□

3
,
6
7
5

3
,
2
1
5

4
6
0

X5X4X3X2X1

改修　伝承活動棟

軸組図2　1/100

展示棟改修工事

Ｒ-18

油圧ダンパーを示す。

油圧ダンパーを示す。

油圧ダンパーを示す。

柱105□　桧　新設

柱105□　桧　新設

桁135φ 桁105*135　桧新設

土台105*90桧　新設

外側ふかし壁



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

関の山車会館伝承活動棟及び

平成28年度

平面図詳細図、屋根伏図 1/50

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

8
0
0

4
,
4
4
0

8
0
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

4
,
4
4
0

土　蔵

天井　野地板表し

115□

6,500

4
,
4
4
0

3
9
3

3
9
3

165 165

1
5
5

1
5

815 815 3,250 810 810

810 1,630 810

167.5 1,220 242.5

6,500

y1

y1

x1 x1

平面詳細図　1/50 屋根伏図　1/50

Y1

Y2

Y3

凡例

部材表示

X

Y

X*Y

断面位置
展開方向Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Y1

Y2

Y3

5.2

5.2

上部　小窓　二段

上部　小窓

改修 展示棟

壁　　中塗り仕上げ補修

815 805 820 815 815 810 810 810

6,500

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

床　杉板 t=21取替え

基礎補強箇所を示す。

基礎補強詳細図　1/30

150

6
0

5
6
2

D13

D13

D10

D10@200

RC-40

※赤表記は改修部分を示す。

コンクリートFc21

   1/30≒1/45

A3 1/50≒1/70

基礎補強部分を示す。

いぶし桟瓦土葺き(役物既存使用)

展示棟改修工事

Ｒ-19

竪樋銅製65φで塩ビ65φを覆う

竪樋銅製65φで塩ビ65φを覆う

軒樋銅製100φ

軒樋銅製100φ



650

895

4
1
0

メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

矩計図　1/30

平成28年度

関の山車会館伝承活動棟及び

1
,
1
6
0

3
,
3
3
0

6
4
5

5
,
1
3
5

棟天端

軒高

ＦＬ

ＧＬ

393 2,220 2,220 393

5,225

1
,
8
2
5

5
0
0

810 810 810 815 815 810 815 815

6,500 165165

3
5
0

2
9
5

6
4
5

3
,
2
3
5

1
,
2
5
5

5
,
1
3
5

棟天端

8
7
0

2
,
2
6
0

2
2
0

母屋　杉　150φ

梁　桧　200φ

地棟　桧　220φ

7
5

1
1
0

245

梁　松　220φ

梁　桧　末口150φ
梁　桧　末口150φ

梁　桧　末口150φ

梁　桧　200φ 梁　桧　200φ 梁　桧　200φ 梁　桧　200φ 梁　桧　200φ 梁　桧　200φ 梁　桧　200φ

小屋束　桧　105□ 小屋束　桧　105□ 小屋束　桧　105□

4
5

4
1
0

323 153

貫　120*20

桁　杉　120*170桁　桧　120*170

柱　杉　115□
柱　杉　115□

柱　杉　115□

柱　杉　115□ 柱　杉　115□

柱　杉　115□

柱　杉　115□ 柱　杉　115□

柱　杉　115□
柱　杉　115□

2
3
0

小屋束　杉　105□

215270250

1
1
0

1
7
0

1
9
0

1
7
5

285

鴨居　115*60

床束　残材,転用材混在

10

≒5.2

2
5
0

2
3
0

庇　銅板張りt=0.35新設

腕木　桧45□新設

庇　銅板張りt=0.35新設

桁　桧45□新設

持ち送り 桧 t=30新設持ち送り 桧 t=30新設

桁　桧45□新設

腕木　桧45□新設

押縁 30□

腕木、桁　桧45□

4
5

165 150

全て新設

梁　桧　末口150φ取替え

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修
壁　中塗り補修 壁　中塗り補修 壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

窓廻り　中塗り補修

窓廻り　中塗り補修

窓廻り　中塗り補修

改修　展示棟

2
7
0

45

荒壁下地　杉板目板張り新設

引き戸廻り　中塗り補修

樋金物特注品105用L280樋金物特注品105用L280

棟木 桧　150φ部分取替え

棟木 桧　150φ部分取替え

荒壁下地　杉板目板張り取替え

35*75取替え

軒裏　杉板 t=9取替え

鼻隠し　25*55取替え

捨垂木18□　取替え

野地板 t=9　取替え

庇　銅板t=0.3　取替え

鼻隠し　杉板 t=21取替え

上部　荒壁下地　杉皮仕上げ(西面のみ)取替え

下部　荒壁下地　杉板目板張り取替え

鼻隠し　杉板 t=21取替え

野地　杉板 t=12 杉皮t=3取替え アスファルトルーフィング940新設

大引　120φ　取替え 大引　120φ　取替え 石積み基礎補強新設(基礎詳細図参照)

荒壁下地　杉板目板張り取替え

石積み基礎補強(平面詳細,基礎詳細図参照)

A3 1/30≒1/45

※赤表記は改修部分を示す。

桟瓦土葺き

庇　桧板 t=12

桧板 t=9　新設

桧板 t=9　新設

石積み基礎補強(平面詳細,基礎詳細図参照)

石積み基礎補強(平面詳細,基礎詳細図参照)

柱　桧　115□

柱　桧　115□

Ｒ-20

展示棟改修工事

根太　90φ半割り　部分取替え

床板 t=21　部分取替え

垂木　50*40@405部分取替え

床板 t=21　部分取替え

根太　90φ半割り　部分取替え

スポット照明

レール(電気設備工事)

スポット照明

レール(電気設備工事)

スポット照明

レール(電気設備工事)

スポット照明

レール(電気設備工事)

小屋貫　新設　20*120

小屋貫　新設　20*120

銅製軒樋100φ銅製軒樋100φ



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

平成28年度

関の山車会館伝承活動棟及び

石積み

石積み

石積み

石積み

70 1,370 70

30 795 30

北立面図 東立面図

西立面図南立面図

立面図　1/50

≒5.2

10

≒5.2

10

庇　銅板張りt=0.35

250 227 227 227 250

持送り　桧t=30新設

庇　杉板 t=12　桟木　桧 30□新設

破風　杉板 t=15新設

45 790 45

1,180

窓廻り中塗り補修

窓廻り中塗り補修

庇　銅板張りt=0.35

持送り　桧t=30新設

破風　杉板 t=15新設

窓廻り中塗り補修

受け材　桧30□新設 

受け材　桧45□新設 

受け材　桧30□新設 

引き戸廻り　中塗り補修

引き戸補修

6
4
5

3
,
3
3
0

1
,
1
6
0

5
,
1
3
5

5
,
8
5
8

棟木天端

桁天端

ＧＬ

ＦＬ

最高高さ

6
4
5

3
,
3
3
0

1
,
1
6
0

5
,
1
3
5

5
,
8
5
8

棟木天端

桁天端

ＧＬ

ＦＬ

最高高さ

破風　杉板t=21 竪桟15□新設

破風　杉板t=21 竪桟15□新設

改修　展示棟

破風　杉板 t=15新設

外壁　杉板竪目板張り取替え

外壁　杉板竪目板張り取替え

外壁　杉板竪目板張り取替え

外壁　杉皮平割竹押さえ取替え

外壁　杉板竪目板張り取替え

水切り　杉15*30新設

庇　銅板張りt=0.3新設

樋金物特注品105用L280

※赤表記は改修部分を示す。

屋根　桟瓦土葺き新設

屋根　桟瓦土葺き新設

展示棟改修工事

Ｒ-21

樋金物特注品105用L280

銅製軒樋100φ新設

銅製軒樋100φ新設



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

平成28年度

関の山車会館伝承活動棟及び

6
4
5

3
,
3
3
0

1
,
1
6
0

5
,
1
3
5

6
4
5

3
,
3
3
0

1
,
1
6
0

5
,
1
3
5

展開Ｂ

展開Ｄ

展開Ａ土蔵

土蔵 展開Ｃ

3
,
3
3
0

1
,
0
1
0

4
,
3
4
0

1
,
0
1
0

3
,
3
3
0

4
,
3
4
0

6
4
5

6
4
5

展開図　1/50

2
3
0

105 2,505 105

55
85

6
0

1
,
8
2
5

2
5
0

2
0
0

1
7
0

2
0
0

1
2
0

2
5
0

2
0
0

2
0
0

1
2
0

1
7
0

2
3
0

幅木 幅木

幅木

幅木

改修　展示棟

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

壁　中塗り補修

800910910910910

4,440

815 815 810 815 815 810 810 810

6,500

815815810815815810810810

6,500

800 910 910 910 910

4,440

桁天端

ＧＬ

ＦＬ

棟木下端

桁天端

ＧＬ

ＦＬ

棟木下端

桁天端

ＧＬ

ＦＬ

桁天端

ＧＬ

ＦＬ

棟木天端

棟木天端

梁　桧150φ取替え

桁　杉115*170取替え

※赤表記は改修部分を示す。

展示棟改修工事

Ｒ-22

パイプファン(機械設備工事)

一筋敷鴨居,戸当り新設 桧30*60

一筋敷鴨居,戸当り新設 桧30*60

片引窓新設

片引窓新設

片引窓新設

一筋敷鴨居,戸当り新設 桧30*60

板戸補修

内　網戸新設

小屋貫　15*120　新設

小屋貫　15*120　新設



115*170

メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

関の山車会館伝承活動棟及び

平成28年度
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床伏図　1/50 下段梁伏図　1/50
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115*170
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梁　220φ

115*120
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母屋　150φ

母屋　150φ

垂木40*50@405

6,500

1,630 1,625 1,625 1,620

6,500

1,630 1,625 1,625 1,620

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9
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Y1
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Y3

Y1

Y2

Y3

Y1

Y2

Y3

Y1

Y2

Y3

各種伏図 1/50

棟木　150φ取替え

桁　杉115*170部分取替え

梁　桧150φ取替え

大引　桧120φ取替え 根太　桧90φ半割り@300取替え

※赤表記は改修部分を示す。

展示棟改修工事

Ｒ-23

改修 展示棟

D

D

D
油圧ダンパー設置箇所を示す。



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

平成28年度

関の山車会館伝承活動棟及び
軸組図　1/100

Ｒ-24

※赤表記は改修部分を示す。

展示棟

Y1軸組図

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

810 810 810 815 815 810 815 815

6,500
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Y2軸組図
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Y3軸組図
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梁　200φ

梁　150φ

桁　120*170

柱115□
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柱115□

梁　200φ

梁　150φ

桁　120*170

差鴨居120*210

梁　200φ

梁　150φ

梁　220φ

土台120□ 土台120□
ＧＬ

土台下端
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土台120□

梁　120*200

梁　120*200

梁　120*170

梁　220φ

柱115□

柱115□

桁　120*170

梁　200φ

梁　220φ

桁　120*170

柱115□

柱115□

梁　200φ

梁　220φ

桁　120*170

桁　120*170

柱115□

梁　200φ

梁　220φ

梁　150φ

桁　120*170

梁　120*170

差鴨居120*210

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

柱115□

土台120□

梁　120*200

梁　120*200

梁　120*170

梁　220φ

ＧＬ

土台下端

X1軸組図 X2,4,6,8軸組図 X3,7軸組図 X5軸組図 X9軸組図

土壁を示す。

構造用合板補強を示す。

基礎補強を示す。

凡例

凡例

土壁を示す。

構造用合板補強を示す。

基礎補強を示す。

SSダンパーX4設置
SSダンパーX6設置

X3のみ梁　150φ取替え

改修　展示棟

展示棟改修工事

棟木150φ取替え

油圧ダンパーを示す。

油圧ダンパーを示す。
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文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70
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関の山車会館伝承活動棟及び

平成28年度
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土　蔵

伝承活動棟平面図　1/50 展示棟平面図　1/50

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y0

X1 X2 X3 X4 X5X0

押入

D

D

D

D

凡例

D

構造用合板 t=9　補強箇所を示す。

1

2

8

9

10

11

12

14 15

16

17

18

21

23

24

25

26

1

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＷ

22

ＷＤ

19

ＷＤ

20

ＷＤ

ＷＤ

27

1

ＷＤ

建具記号を示す。

○
と 平成12年建設省告示1460号該当金物を示す。

凡例

D

構造用合板 t=9　補強箇所を示す。

1

ＷＤ

建具記号を示す。

○
と 平成12年建設省告示1460号該当金物を示す。

D

D

X1

X2

X3

X4

X5

X6

X7

X8

X9

Y1 Y2 Y3

　改修

補強箇所、建具位置図　1/100

※赤表記は改修部分を示す。

展示棟改修工事

Ｒ-25
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○
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○
と

○
に

○
に

○
に

○
と

○
ろ

○
ろ

○
ろ

○
ろ

○
ろ

梁下,桁下油圧ダンパー設置箇所を示す。 梁下,桁下油圧ダンパー設置箇所を示す。

ＷＤ

○
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ＷＤ
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ＷＤ
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29

式台玄関

玄関

和室4帖



沓摺の材質、形状と符号

丁番（ステンレス製）

符 号

GL

GL GL GL GLGL

GL GL GL GL GL

建 具 表

符号　　数量

１

位　置

仕　上

見込寸法

ガラス

金　物

備　考

型　式

姿　図

符号　　数量

位　置

仕　上

見込寸法

ガラス

備　考

型　式

姿　図

２

１ １ １1 1

ＷＤ ＷＤ ＷＤＷＤ

3 4

１

ＷＤ

5 6

符号　　数量

位　置

仕　上

見込寸法

ガラス

金　物

備　考

型　式

姿　図

ＷＤ

1 11

ＷＤ

1

7 8

1 1 11

和室8帖

1

位　置

仕　上

見込寸法

ガラス

金　物

備　考

1:100

型　式

符号　　数量 1 1

ＷＤ ＷＤ

9 10

ＷＤ ＷＤ ＷＤ

ＷＤ ＷＤ ＷＤ ＷＤ ＷＤ ＷＤ

ＷＤ ＷＤ

1

ＷＤ

1

ＷＤ

1

ＷＤ ＷＤ

かんぬき

―

既存建具補修、調整

既存建具補修、調整 既存建具補修、調整

1

11 12

1

13 14

1

引き手

15 1716 18

19

材 質

SS- ステンレス製

符 号

形 状

目地棒

－１ －２

扉厚巾

－３

建具枠巾

－４

建具枠巾

ドアガラリの形状

型

形 状

1型 2型 3型 

AL-
アルミ製

21 22 23 24

木製開き戸

20

― ―

○
新

新設

既存建具補修、調整

303030

3030

木製引違い戸　2枚

303030

3030303030

メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名
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亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70
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関の山車会館伝承活動棟及び

改修

平成28年度
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木製引違ガラス戸　4枚
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広縁1

枠桧
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木製障子戸　4枚 木製障子戸　4枚 木製障子戸　4枚

和室8帖 和室8帖

枠 スプルス　組子6*12 枠 スプルス　組子6*12

引き手 引き手

既存建具補修、調整 既存建具補修、調整

枠桧　杉板 t=9

39

39
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既存建具補修、調整
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2
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床脇

枠 桧　，カシュー塗り

枠 桧　，カシュー塗り

22.7

22.7

新島の子和紙

引き手

既存建具補修、調整 既存建具補修、調整

820810

3
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3
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30 30

広縁
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引き手

新設

新設
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新

3
0
0 3
0

3
0

30 30
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引き手 引き手

1

和室4.5帖

和室4.5帖 和室4.5帖

1
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40
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外 内 内外

3
0
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枠 桧　杉板 t=6　横桟　30*15　竪桟15*4 枠 桧　杉板 t=6　横桟　30*15　竪桟15*4

931

1
,
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0

40

40

4
0

4
0

遮音性能：40ｄｂ以上

種 類

F

FH

PH

CH

GH

DC

LH

符 号

BT

オ－トヒンジ

フロアヒンジ

ピポットヒンジ

フランス落し

ドアクローザー

レバーハンドル

ケースハンドル

グレモンハンドル

金物の種類と符号

電気錠

種 類

錠の種類と符号

PDA

符 号

C

PD

ED

遮音性能：25ｄｂ以上

種 類

センサー型

扉：遮音性能

PB

RS

HS

符 号

SS

PS

セミエア－タイト仕様　　　　

完全エア－タイト仕様　　　　

押ボタンスイッチ

リモコンスイッチ型

手かざしセンサー型

紐（プルスイッチ）

シャッター及びシートシャッター

の開閉スイッチの種類と記号

空錠（サムターン付）

AH

ＰＡＴ

ＳＡＴ

非常開装置本締錠

　 現地にて、客先及び設計者の確認を得ること。

■ 開き扉の場合、180°開放を除き、戸当りを設ける。また、戸当りのタイプは

　 内部仕上表を参照し、見積もること。

■ 見込寸法については、建具の三方枠は、壁の厚みにより異なるので、

   てはならない。   

　 外部廻り出入口はST-3とする。

■ 特記なき限り沓摺りは、床仕上材または床仕上高が異なる場合はST－2、

■ ダクトに接続するガラリはダクト接続枠付とする。(下枠排水機構付)

■ ガラリの開口率は35％程度とし、開口面積は、風量、風速により現場に確認する。

■ 室内扉のドアガラリは3型とし、外部に面するドアガラリは1型 とする。

■ 特記なき限り、外部扉にはドアクローザー及び煽り止めを設ける。

　 ガラリの材質SDはスチールOP、ADはアルミU-BEとする。

　 高応力部はSUS304材とする。

■ 開閉サッシュの締付開閉機構の素材はビス、バネ共錆の発生しない材質とし、

■ マスターキーを見積に含むこと。

符 号 種 類 符 号 種 類 符 号 種 類

SS

VS2

SS

VS

SLW

一般型シートシャッター

スチールシャッター

スライディングウォール木製ドア

ユニットカ－テン

スチール製ガラリ

スチール製窓

アルミニウム製窓

WD

AG

SG

SW

SK

AW

パーテーションPT

防熱ドア

スチールドア

SLD

HD

LSD

SD

SD

スライディングドア

軽量スチールドア

ステンレス製ドア

建具の種類と符号

アルミニウム製ガラリ

SSD

アルミニウム製ドアAD

高気密型シートシャッター

スチール防火ドア

金物は特記なき限りSUSとする。
※

OS オーバースラーダー

符 号 種 類 符 号 種 類 符 号 種 類

ガラスの種類と符号

■ 網戸の防虫網はサラン製とし、16メッシュとする。

■ 押板、引手は、（株）ユニオン同等品とする。

■ レバーハンドルは、ステンレス製とする。美和ロック同等品とする。

■ 特記なき 額縁・三方枠：スチール厚1.6  SOP

■ 外部に接するシートシャッターは、耐風圧（外れ防止）の対策をすること。

■ アルミサッシは特記なき限りアルマイト色（シルバー）とする。

■ シャッターには、フック棒を各箇所に設置する。

■ 外部サッシ及びシャッター、オーバースライダーは防火設備（防火戸）とする。

■ サッシュのトロ詰めモルタルは無塩砂を使用し、塩化物を含む混和剤を用い

共通事項 下記事項は■印のものを適用する。但し、これと異なる指示のある場合は除く。

シリンダー本締錠

FL

PW

PWL

F

FW

FWL

FR

T

ST

STF

（特定防火設備）

スチール防火シャッター

（特定防火設備）

特

特

耐火強化ガラス

エッチングガラス

フロストガラス

フロート板強化ガラス

学校用強化ガラス

学校用強化型ガラス

フロート板ガラス

網入磨き板ガラス

線入磨き板ガラス

型板ガラス

網入型板ガラス

線入型板ガラス

襖4枚

襖2枚 木製引き違い戸　2枚 木製引き違い戸　2枚 木製片引き雨戸　2枚 木製片引き雨戸　2枚

両面障子襖片引き戸

22.7

引き手,金物一式,かんぬき,真鍮レール戸車 引き手,金物一式,かんぬき,真鍮レール戸車

Ｒ-26

金物一式,ねじ込み錠

ＦＬ3

枠桧　杉板 t=6

障子紙(並級)張替え 障子紙(並級)張替え

障子紙(並級)張替え 新島の子和紙張替え 障子紙(並級)張替え 障子紙(並級)張替え 障子紙(並級)張替え

引き手、丁番、かんぬき

24 24

既存建具補修、調整、真鍮レール新設 既存建具補修、調整、真鍮レール新設

展示棟改修工事

既存建具補修、調整、錠取り付け、敷石真鍮レール取り付け

ねじ込み錠、戸車

新島の子和紙張替え 新島の子和紙張替え

新島の子和紙張替え

枠　スプルス 枠　スプルス

枠スプルス，杉板t=6 枠スプルス，杉板t=6

3,640

1
,
7
7
0

4
5

6
0

3030

21

2
1

945

木製引違ガラス戸　5枚

一枚新設

1,830

303021

ガラス取替え部分

ガラス取替え部分

式台玄関

和室4帖 和室4帖 式台玄関 式台玄関 式台玄関

ＦＬ3　下部F4 ＦＬ3　下部F4

ＦＬ3　下部F4 ＦＬ3　下部F4 ＦＬ3　下部F4 一部取替え



沓摺の材質、形状と符号

丁番（ステンレス製）

符 号

建 具 表

符号　　数量

位　置

仕　上

見込寸法

ガラス

金　物

備　考

型　式

姿　図

符号　　数量

位　置

仕　上

見込寸法

ガラス

備　考

型　式

姿　図

１1 1

ＷＤＷＤ

符号　　数量

位　置

仕　上

見込寸法

ガラス

金　物

備　考

型　式

姿　図

ＷＤ

位　置

仕　上

見込寸法

ガラス

金　物

備　考

1:100

型　式

符号　　数量

材 質

SS- ステンレス製

符 号

形 状

目地棒

－１ －２

扉厚巾

－３

建具枠巾

－４

建具枠巾

ドアガラリの形状

型

形 状

1型 2型 3型 

AL-
アルミ製

30

メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

関の山車会館伝承活動棟及び

改修

平成28年度

金　物

遮音性能：40ｄｂ以上

種 類

F

FH

PH

CH

GH

DC

LH

符 号

BT

オ－トヒンジ

フロアヒンジ

ピポットヒンジ

フランス落し

ドアクローザー

レバーハンドル

ケースハンドル

グレモンハンドル

金物の種類と符号

電気錠

種 類

錠の種類と符号

PDA

符 号

C

PD

ED

遮音性能：25ｄｂ以上

種 類

センサー型

扉：遮音性能

PB

RS

HS

符 号

SS

PS

セミエア－タイト仕様　　　　

完全エア－タイト仕様　　　　

押ボタンスイッチ

リモコンスイッチ型

手かざしセンサー型

紐（プルスイッチ）

シャッター及びシートシャッター

の開閉スイッチの種類と記号

空錠（サムターン付）

AH

ＰＡＴ

ＳＡＴ

非常開装置本締錠

　 現地にて、客先及び設計者の確認を得ること。

■ 開き扉の場合、180°開放を除き、戸当りを設ける。また、戸当りのタイプは

　 内部仕上表を参照し、見積もること。

■ 見込寸法については、建具の三方枠は、壁の厚みにより異なるので、

   てはならない。   

　 外部廻り出入口はST-3とする。

■ 特記なき限り沓摺りは、床仕上材または床仕上高が異なる場合はST－2、

■ ダクトに接続するガラリはダクト接続枠付とする。(下枠排水機構付)

■ ガラリの開口率は35％程度とし、開口面積は、風量、風速により現場に確認する。

■ 室内扉のドアガラリは3型とし、外部に面するドアガラリは1型 とする。

■ 特記なき限り、外部扉にはドアクローザー及び煽り止めを設ける。

　 ガラリの材質SDはスチールOP、ADはアルミU-BEとする。

　 高応力部はSUS304材とする。

■ 開閉サッシュの締付開閉機構の素材はビス、バネ共錆の発生しない材質とし、

■ マスターキーを見積に含むこと。

符 号 種 類 符 号 種 類 符 号 種 類

SS

VS2

SS

VS

SLW

一般型シートシャッター

スチールシャッター

スライディングウォール木製ドア

ユニットカ－テン

スチール製ガラリ

スチール製窓

アルミニウム製窓

WD

AG

SG

SW

SK

AW

パーテーションPT

防熱ドア

スチールドア

SLD

HD

LSD

SD

SD

スライディングドア

軽量スチールドア

ステンレス製ドア

建具の種類と符号

アルミニウム製ガラリ

SSD

アルミニウム製ドアAD

高気密型シートシャッター

スチール防火ドア

金物は特記なき限りSUSとする。
※

OS オーバースラーダー

符 号 種 類 符 号 種 類 符 号 種 類

ガラスの種類と符号

■ 網戸の防虫網はサラン製とし、16メッシュとする。

■ 押板、引手は、（株）ユニオン同等品とする。

■ レバーハンドルは、ステンレス製とする。美和ロック同等品とする。

■ 特記なき 額縁・三方枠：スチール厚1.6  SOP

■ 外部に接するシートシャッターは、耐風圧（外れ防止）の対策をすること。

■ アルミサッシは特記なき限りアルマイト色（シルバー）とする。

■ シャッターには、フック棒を各箇所に設置する。

■ 外部サッシ及びシャッター、オーバースライダーは防火設備（防火戸）とする。

■ サッシュのトロ詰めモルタルは無塩砂を使用し、塩化物を含む混和剤を用い

共通事項 下記事項は■印のものを適用する。但し、これと異なる指示のある場合は除く。

シリンダー本締錠

FL

PW

PWL

F

FW

FWL

FR

T

ST

STF

（特定防火設備）

スチール防火シャッター

（特定防火設備）

特

特

耐火強化ガラス

エッチングガラス

フロストガラス

フロート板強化ガラス

学校用強化ガラス

学校用強化型ガラス

フロート板ガラス

網入磨き板ガラス

線入磨き板ガラス

型板ガラス

網入型板ガラス

線入型板ガラス

建具リスト2

GL

25

3
0

931

1
,
7
8
5

外 外内 内

広縁2

木製片引き雨戸　7枚

30

―

3
0

広縁1

26

911

1
,
7
8
5

40 4040 404
0

4
0

4
0

4
0

一枚潜り戸付き

27

木製片引き戸　1枚

45 45

5
5

6
0

1
,
8
2
5

1,308

45

2
9
0 4
5

4
5

40

枠 桧　杉板 t=6　横桟　30*15　竪桟15*4 枠 桧　杉板 t=6　横桟　30*15　竪桟15*4 枠 桧　杉板 t=6　横桟　30*45

引き手,金物一式,かんぬき

― ―

既存建具補修、調整

引き手,金物一式,かんぬき,真鍮レール戸車 引き手,金物一式,かんぬき,真鍮レール戸車

Ｒ-27

既存建具補修、調整、真鍮レール新設 既存建具補修、調整、真鍮レール新設

展示棟改修工事

１

ＷＷ

1

障子窓　1枚

広縁1

780

30 720 30

7
5
0

7
2
0

3
0

既存建具補修、調整

枠 スプルス15□　組子6*12

15

吊金具

障子紙(並級)張替え

ＷＷ

１

ＷＷ

１

ＷＤ

１

ＷＤ

木製片引き戸　1枚

土蔵

28

木製引き分け戸　5枚 木製引き分け障子　2枚

30

障子紙(並級)張替え

式台玄関

○
新

689 689

1,378

30 30

4
0

4
0
3
0

1
8
0

1
,
7
6
5

引き手,金物一式

新設

○
新

29

40

銅亀甲金網　線径0.8　目あい16

2 3

片引き窓

2

片引き窓

土蔵

土蔵 土蔵

30 30

引手

引手 引手

新設

新設 新設

○
新

○
新

1
,
8
2
5

1,308

4545

5
5

6
0

7
4
0

6
0

枠 桧　杉板 t=6　横桟　30*45 30*30

アクリルボード t=3(クリアー) アクリルボード t=3(クリアー)

枠 スプルス　組子6*12　腰板　杉 t=6

795 795

5
1
0

3
8
0

枠 スプルス30□　桟15*12 枠 スプルス30□　桟15*12



吊床部分補強壁詳細図　1/30

5
4
0

4
8
0

メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文 化 振 興 局 ま ち な み 文 化 財 室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀 山 市 市 民 文 化 部

関の山車会館伝承活動棟及び

平成28年度

改修

構造用合板 t=9 

受材　30*45

200 200

柱

基礎補強(基礎詳細図参照)

500 410

910

受材　30*45

受材　30*45

金物周囲N50@75以下

基礎補強(基礎詳細図参照)

N90@200留め付け

N50@150以下

N50@150以下

貫通ボルトＭ12
貫通ボルトＭ12

金物により添え

HD15同等

土台と接合

土台と接合

HD15同等金物で

(に)

(に)

HD-15(と)

HD-15(と)

金物周囲N50@75以下

受材　30*45

N90@200留め付け

受材　30*45

受材　30*45

受材　30*45

受材　30*45

N65で鴨居に留め付け

受材　30*45

N50@150以下

手ぐり部分補強壁詳細図　1/30

915,925

外 内

N65で窓台に留め付け

構造用合板 t=9

構造用合板 t=9

1,430

釣床詳細図　C展開

磨き丸太100φ

7
1
0

曲がり丸太落し掛75φ

釣床詳細図　D展開

500

6
0
0

7
1
0

7
1
0

磨き丸太100φ

砂壁仕上げ

砂壁仕上げ

各種詳細図

500

5
0
0

土壁50㎜部分撤去

5φネジ8箇所固定、梁に45㎜以上固定

桁

柱

柱

梁

あて板t=30

530

SSダンパー

SSダンパー

420

5
0

1

1

2

5

6

5

6

4

5

2

8

.

5

5

0

専用取り付けビス

※赤表記は改修部分を示す。
※赤表記は改修部分を示す。

A3 1/30≒1/45

　 1/5≒1/7　1/10≒1/15
R-28

※土壁の切欠きは最小限とすること。

展示棟改修工事

アンカーボルトM16 L350

200以内

アンカーボルトM16 L350

200以内

油圧ダンパー寸法図　1/5 油圧ダンパー取り付け図　1/10

引違いガラス戸新設

廻り縁　50□

鴨居　50*105

壁　構造用合板 t=9　防水シート平ラス下地

砂壁仕上げ

タタミ新設

根太　桧80*50取替え

杉板 t=15

床束　100□

910 1,935

2,845

2
,
4
0
0

1
,
7
6
5

6
3
5

真鍮レール新設

引違いガラス戸新設

雨戸補修

小壁　砂壁補修

竿縁天井　竿縁30*18 杉板目t=9取替え

4
6
0

広縁2

差大引105*150取替え

添柱部分

和室4.5帖部分詳細図　1/30大引　桧90φ取替え

床束90□　束石ブロック200□　追加



物件名/Title

文化振興局まちなみ文化財室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀山市市民文化部

関の山車会館伝承活動棟及び

メモ 設計 図面番号図面名

平成28年度

電気設備　仕様書

Ｅ-01

関の山車会館伝承棟及び展示棟改修工事

ﾒ ｰ ｶ ｰ ﾘ ｽ ﾄ (下記ﾒｰｶｰ又は同等品以上とする｡)

合 成 樹 脂 管

電線管･付属品

分岐ｹｰﾌﾞﾙ

電線･ｹｰﾌﾞﾙ

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ･ﾚｰｽｳｪｲ

盤     類

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

ﾃﾚﾋﾞ共聴機器

照 明 器 具

配 線 器 具

開 閉 器 類

変  圧  器

ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ

放     送

発  電  機

防     災

ｲﾝﾀｰﾎﾝ

I T V 機 器

避  雷  針

ﾈｸﾞﾛｽ電工

三菱電機

DXｱﾝﾃﾅ

ﾀﾞｲﾍﾝ

ﾆﾁｺﾝ

TOA

ﾎｰﾁｷ

ﾔﾝﾏｰ

古河電気工業

積水化学工業

ｱｲﾎﾝ

TOA

住友電気工業

内外電機

大光電機

ﾆｯﾀﾝ

三菱重工

矢崎総業

丸一鋼管

東芝ﾗｲﾃｯｸ

日本ﾋﾞｸﾀｰ

日本ﾋﾞｸﾀｰ

八木ｱﾝﾃﾅ

未来工業

日立電線

未来工業

河村電器産業

日本車両製造

ﾈｸﾞﾛｽ電工

神保電器

遠藤照明

昭和電線

古河電気工業

ﾌｼﾞｸﾗ

三菱電線工業

河村電器産業

日東工業

三菱電機

三菱電機

東芝ﾗｲﾃｯｸ

ﾏｽﾌﾟﾛ電工

能美防災

日東工業

･ 空配管 ･ 配管配線 ･ ｹｰﾌﾞﾙ配線

･ 光ｹｰﾌﾞﾙ 000回線 ･ ﾒﾀﾙｹｰﾌﾞﾙ 000回線

･ ﾉｽﾞﾙﾌﾟﾚｰﾄ ･ ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ

･ FTTH ･ ｲｰｻﾈｯﾄ ･ VDSL

･ 架空 ･ 地中 ･ 構内地中

･ 架空 ･ 地中 ･ 構内地中

･ NTT西日本 ･ ｺﾐｭﾌｧ光 ･ その他

引込及び加入費･光ｹｰﾌﾞﾙ等は､別途工事とする｡

光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙ対応ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ方式とする｡

機     器 ･ 本工事( ･ｶﾗｰ ･ 白黒 ) ･ 別途

伝 送 方 式 ･ ｱﾅﾛｸﾞ ･ ﾈｯﾄﾜｰｸ

用     途

自 火 報 設 備

ｶﾞｽ漏れ警報器

防 排 煙 設 備

そ  の  他

ｱ ﾝ ﾌﾟ 形 式

非 常 警 報

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

河村電器産業日東工業

NIPｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
大阪避雷針 名古屋避雷針

･ ｲﾝﾀｰﾎﾝ ･ ﾅｰｽｺｰﾙ ･ ﾄｲﾚ呼出し装置

局  線  数

配 線 方 式

電 話 受 口

引 込 方 法

方     式

回 線 事 業 者

引 込 方 法

そ  の  他

ｱ ﾝ ﾃ ﾅ

ｱﾝﾃﾅﾏｽﾄ

C A T V

そ  の  他

･ UHF( ･ 地上波ﾃﾞｼﾞﾀﾙ ) ･ BS ･ 110°CS ･ VHF

　材質 ･ ｽﾃﾝﾚｽ ･ ｱﾙﾐ

･ 自立型 ･ 側壁取付型  ･ ｽﾃﾝﾚｽ ･ 溶融亜鉛めっき

　放送会社 ･ 中部ｹｰﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ ･ ｽﾀｰｷｬｯﾄｹｰﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ ･ その他

　加入金 ･ 別途 ･ 本工事

　機器類は全て地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送対応品とする｡

　同軸ｹｰﾌﾞﾙは低損失ﾀｲﾌﾟを使用する｡

用 途 ･ 種 別

総務省令40号  ･ 対応( ･ 住戸用 ･ 共住用 ) ･ 非対応

受信機  ･ P型  ･ GP型 ･ R型 ･ GR型  

閉鎖装置の種類  ･ 扉 ･ ｼｬｯﾀｰ ･ ﾀﾞﾝﾊﾟｰ ･ 垂れ壁 ･ 排煙口

連動制御盤  ･ 自火報受信機複合盤 ･ 専用

･ 非常ﾍﾞﾙ ･ 放送設備

･ 本工事( ･ 都市ｶﾞｽ用 ･ LPG用 ) ･ ﾍﾞｰｽのみ ･ 別途

総務省令40号適用にかかる届出･手続き等は施工者にて遅滞無く行う｡

･ JIS A 4201(2003) ･ JIS A 4201(1992)

･ 突針( ･ 側壁取付型 ･ 自立型  ) ･ 水平導体

･ 構造体利用 ･ 避雷導線

避雷導体から1.5m以内の金属体は接地する｡

適 用 J I S

受  雷  部

引 下 げ 導 線

そ  の  他

･ 赤外線式 ･ ﾙｰﾌﾟｺｲﾙ式 ･ 超音波式

･ 本工事 ･ 別途

検 出 装 置

機     器

･ ｶﾞｽﾒｰﾀ ･ 水道ﾒｰﾀ

･ 本工事 ･ 別途

用     途

機     器

<施設区分> ･ 特定の施設 ･ 一般の施設

<重要機器> ･ 配電盤 ･ 発電装置

･ 直流電源装置 ･ 交流無停電電源装置

･ 交換機 ･ 火災報知設備

･ 中央監視制御装置 ･ 

<上層階の定義>   2 ～ 6 階建ての場合は最上階､7 ～ 9 階建ての場合は上層 2 階､

10 ～ 12 階建ての場合は上層 3 階､13 階建て以上の場合は上層 4 階

局部震度法による建築設備機器(水槽を除く)の設計用水平震度

設 置 場 所

特 定 の 施 設 一 般 の 施 設

2.0 (2.0)

1.5 (1.5)

1.0 (1.0)

1.5 (2.0)

1.0 (1.5)

0.6 (1.0)

1.5 (2.0)

1.0 (1.5)

0.6 (1.0)

1.0 (1.5)

0.6 (1.0)

0.4 (0.6)

上層階･屋上及び塔屋

中間階

1階及び地下階

注)( )内数値は､防震支持の機器の場合に適用する｡

局部震度法による水槽類の設計用水平震度

設 置 場 所

特 定 の 施 設 一 般 の 施 設

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5

1.0

1.0

1.0

0.6

0.6

重要機器 重要機器一般機器 一般機器

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

(1)設計用水平地震力は機器重量に､次に示す設計用水平震度を乗じたものとする｡

(2)設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の 1/2 とし､水平地震力と同時に働くものとする｡

1階及び地下階

中間階

上層階･屋上及び塔屋

設備機器の固定は､次に示す事項を除きすべて｢建築設備耐震設計･施工指針(日本建築ｾﾝﾀｰ)

2005 年版｣による｡

仕 様 書

工 事 名 称

Ⅰ.工事概要

1.工事場所

2.建物概要

構造及び階数  備  考

322.54 ㎡

･ 無 ･ 有

1.特記仕様書の取り扱いについて

1) 項目番号に○印の付いたものを適用する｡

2) 特記事項の印の適用は下記による｡

項目
   項     目

1 適用範囲

2 法   規

       設     備     概     要

       工     事     種     別 建物別及び屋外

 工 事 種 目

･ 受変電設備

･ 自家発設備

･ 高圧引込設備

･ 動力設備

･ ﾅｰｽｺｰﾙ設備

･ ﾃﾚﾋﾞ共同受信設備

･ ｲﾝﾀｰﾎﾝ設備

･ 呼出表示設備

･ 火災報知設備

･ 避雷設備

･ 構内配電線路

･ 構内通信線路

3 疑   義

4 優先順位

4.指定部分

敷 地 面 積 消 施 令 の 適 用延 床 面 積

7 発生材の処理

･ 電話設備

･ 情報・ＬＡＮ設備

5 設計変更

6 軽微なる変更

対象部分:

3.工事種目(○印の付いたものが対象)

 請負者は監理者の指示に従い工事提出書類を提出しなければならない｡
16 提出書類

14 臨機の処理

19 保温,結露防止

23 呼び線 

20 合成樹脂製 

   可とう管

 ･ 接地極埋設   ･ 建築構造利用 

 ･ 受雷部  ･ 引き下げ導線  ･ 接地極埋設

 壁掛形(電源装置   ･内蔵  ･別置 )

 ･ 簡易形    ･ ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ式   ･ ｵ-ﾌﾟﾝ形

 種類    ･ 軽油    ･ 灯油   ･ A重油  

1 工事範囲  ･配管  ･配線  ･制御盤類

2 電気方式

3 警報盤

7 自動力率制御装置

2 形式

3 発電機

5 燃料

1 工事範囲

2 受雷部

4 接地極

 図示以外は金属管接地とする｡

  ･ 無効電力検出方式      ･ 力率検出方式

 ･ 屋外形        ･  屋内形

 ･ ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ式配電盤    ･ 高圧閉鎖配電盤

 ･               ･           ･  

 ･ 機器類     ･ 

 ･ 電気方式    3相3線式  60HZ 電圧  220V  定格出力  25kVA

章 項    目 特     記     事     項

 長さ1m以上の入線しない管路には､1.2mm以上のﾋﾞﾆﾙ被覆鉄線を挿入する｡

3 配電盤

1 直流電源装置  ･ 非常用照明器具電源  受変電設備制御電源共用   ･ 受変電設備専用

･ 拡声設備

･ 電話機器設備

･ 警備保障用配管設備

3 

･ 電灯設備

･ 中央監視制御設備

Ⅱ.特記仕様書

本工事は､電気設備基準､消防法､条例､指導等関連官公庁規定に従う｡

設計変更叉は追加工事の生じた場合は､速やかに監理者の指示従い､増減額見積書を提出する｡ 

8 施工図

9 立会検査

10 工事写真  

15 既存部分との取合

17 分離発注の場合

18 耐震施工

22 ｲﾝｻ-ﾄ  鋼製とする｡なお､床版で保温板打ち込み部分は､断熱材用ｲﾝｻ-ﾄ(亜鉛ﾒｯｷ製品)を使用する｡

24 ﾌﾗｯｼｭﾌﾟﾚ-ﾄ ･ 新金属   ･ ｽﾃﾝﾚｽ   ･  樹脂製

25 ﾌﾛｱﾌﾟﾚ-ﾄ  水平調整付きﾌﾟﾚ-ﾄ(空転防止ﾘﾝｸﾞ付き)

26 はつり

27 取り外し機器

28 接地抵抗  各接地の抵抗値は電気設備基準第18条に従い施工する｡    

21 電線本数､管路等

29 塗装工事
 下記部位に使用する､外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す｡    

   ･ 屋外     ･ 居室

2 電気方式
分岐 ･ 単相3線式 100/200V

   ･ 単相2線式 ( ･100V  ･200V )

   ･ 直流2線式 100V

3 蛍光灯安定器

   ･ 定電力形

   ･ 電圧

･ 低力率

4 HID型 安定器

   ･ 省電力型      ･ 一般型 

   ･ 高力率

5 非常用照明装置

   ･ 低力率 

 国土交通省住宅局建築指導課監修の｢防災設備に関する指針｣(最新版)による｡    

6 非常用照明器具
 ･ 電池内蔵形    ･ 電池別置形    

4 電磁開閉器用押釦

   (遠方操作用)

 埋込連用形配線器具

5 機器への接続  電動機などへの接地は本工事とする｡

幹線 ･ 3相3線式 200V

分岐 ･ 3相3線式 200V 

6 電動機等の接地

1 工事範囲

2 電気方式

 ･配管  ･配線  ･機器類

幹線 ･   線式    V

分岐 ･ 単相線式 200V 

3 施工場所･面積  ･         約     

 ･         約     

1 工事範囲

2 電気方式

 ･配管  ･配線  ･機器類

高圧   ･ 3相3線式   6kV  ･ 50HZ  ･ 60HZ

低圧   ･ 3相3線式  200V 

低圧   ･ 単相3線式 
 100/200V

4 主遮断装置
 ･               ･           ･ 高圧交流遮断器(CB) 

 ･ 限流ﾋﾕ-ｽﾞ及び高圧負荷開閉器(PF-S)

       定格遮断電流 40 KA

5 設備容量  ･ 変圧器総容量 　200kVA     

6 進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ-  ･ 高圧        ･ 低圧

2 交流無停電電源装置  ･ 用途 (                      )     

 ･ 容量      KVA     

1 工事範囲

4 原動機  ･ ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙ    ･ ｶﾞｽﾀ-ﾋﾞﾝ    

 ･ 定格出力     PS以上   始動方式 ･ 電気式  ･ 空気式

3 避雷導線

 ･ 突針   ･ むね上導体   ･ 金属製手すり(別途)など

 ･ 引下げ導線   ･ 建築構造体利用   
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1 工事範囲
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1 工事範囲  ･配管  ･配線  ･機器類

30 地中配管の 

    埋設深さ等

 地中配管で､特記なき埋設深さは0.6m以上とする｡    

･ 印の無い場合は､※ 印を適用する｡

･ 印の有る場合は､･ 印を適用し､※ 印を適用しない｡

2｡ 一 般 共 通 事 項

1 工事範囲  ･配管

屋内

 建 物 名 称

･配線 ･機器類 ･盤類

:40W以上 ( ･200V ･100V )

:40W以上 ( ･200V ･100V )

･ 一般形 ･ 定始動電流形 

( ･200V ･100V )

･ 高力率 

屋外

･ CVCF設備

･ 太陽光発電設備

1 工事範囲

章 項    目 特     記     事     項

1 工事範囲

防

 

災

 

設

 

備

放

 

送

 

設

 

備

2

5

情

 

報

 

設

 

備

3 

4 

2

5

 ･配管  ･配線  ･機器類

テ

レ

ビ

共

聴

設

備

 ･配管  ･配線  ･機器類1 工事範囲

2

3 

4 

5

Ｉ

Ｔ

Ｖ

設

備

 ･配管  ･配線  ･機器類1 工事範囲

イ

ン

タ

ー

ホ

ン

設

備

 ･配管  ･配線  ･機器類1 工事範囲

2

3

2

 ･配管  ･配線  ･機器類

2

3

4

5

6

 ･配管  ･配線  ･機器類

 ･ 業務用 ･ 非常用 ･ 業務非常兼用

 ･ ﾗｯｸ型 ･ 壁掛型 ・卓上型  

2

3

雷
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設

 

備

3

2

1

4

駐

 

車

 

場

 

管

 

制

 

設

 

備

集

 

中

 

検

 

針

 

設

 

備

 ･配管  ･配線  ･機器類1 工事範囲

1 工事範囲  ･配管  ･配線  ･機器類

2

3

3

2

木　造

 本特記仕様書は各共通仕様書､各標準仕様書及び補足事項に記載なき事項を特記するものであり

 各工事において､他工事との設関連事項は､各該当工事の記載事項を参照とする｡

 図面及び特記仕様書に記載されない事項は､日本建築家協会編「建築設備工事共通仕様書」

 (最新版)による｡

 外部に面する壁､天井で建築工事でｽﾀｲﾛﾎ-ﾑ等打ち込み箇所に取付ける

 位置ﾎﾞｯｸｽなどは保温､結露防止処置を行う｡

 合成樹脂製可とう電線管(PF管)及び付属品は､ﾀｲﾌ゜-25 のものを使用する｡なお､PF

管は波付管の一重管とする｡

 電力用位置ﾎﾞｯｸｽ類は､原則として合成樹脂製とするがｺﾝｸﾘｰﾄ打込み部分は､金属

製としてもよい｡ただし､金属製とする場合は当該ﾎﾞｯｸｽには接地を施すものとする｡

 分電盤､制御盤､端子盤などの2次側以降の配線経路､電線太さ､電線本数､管径などは

 監督員の承諾を受けて､変更してもさしつかえない｡

 既存のｺﾝｸﾘｰﾄ床､壁などの配管貫通部の穴明けは､図面に特記なき場合は原則として

 ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる｡

 工事着工前に､取り外し機器が接続されている分岐回路の絶縁抵抗を測定する｡

 取り外し再使用機器は､清掃及び絶縁抵抗測定の上､取付る｡

 分離発注の場合の電気工事請負者は他の業者に対して協力を惜しまず､工程上の段取り､打合を行い

 現場内の全てに統制を計ることに努めるる｡

 既存部分と今回工事との取り合い部分､その他ではつり及び工事の都合により破損､損傷させた箇所

 今回仕上げ及び旧工事仕上げと同材にて補修しなければならない｡

 災害叉は公害が発生した場合は､速やかに適切な処置をとり､直ちにその経過を監理者及び施主に

 報告をする｡

本工事の設計図に関する疑義は､工事契約前に質疑 応答書をもつて確認するものとする｡

設計図に記載なくも､外観上､構造上､機能上､当然必要と思われるもは､監理者の 

指示に従い､請負金額の範囲において､施工するものとする｡｡

本工事の設計図書の優先順位は下記とする｡

(1)質疑 応答書  (2)現場説明書  (3)特記仕様書  (4)設計図

(5)日本建築家協会編｢電気設備共通仕様書｣

現場の納まり取り合い等の関係で､材料の寸法位置､取付寸法､取付員数の増減は､ 

軽微なる変更とし監理者の指示に従う｡

(1)引渡を要するもの  ･ 無し   ･ 有り(･金属類  ･     ･    )

(2)特別管理産業廃棄物 ･ 無し   ･ 有り(･PCB使用機器  ･      )

(3)再生資源化を図る物 ･ 無し   ･ 有り(･     ･     ･    )

(4)上記(1)～(3)以外の発生材の処分地(          )

(5)照明器具安定器にPCBが使用されている場合は､安定器を本体より分離し金属箱に収納

   して建物管理者に引き渡す｡

施工上､必要な図面は､全て施工者において遅滞なく作成し監理者の承諾を受ける｡ 

承諾を受けずに施工した場合は､やり直しを命ずることがある｡

基礎及び各階配筋完了時､工事中間検査､完了後に検査困難な箇所を施工する場合､

製品検査､主要機器が設置される場合､工事完了検査(総合運 転試験)､監理者が特に 

指示した場合監理者の検査を受け承諾を得なければならない｡

工事写真は監理者の指示に従い､各工事の要点を撮影し､内容説明の上ﾌｱｲﾙにて

提出する｡ 

竣工写真は監理者の指示する位置より､ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ版､ｶﾗ-(外部､内部)で撮影し､

ｱﾙﾊﾞﾑに編集し提出する｡

11 竣工図

12 官公署への手続  本工事に必要な一切の申請手続は請負者が遅滞なくおこなう｡

竣工図は監理者の指示に従い､製本､縮小製本､第二原図を請負者において作成する｡ 

13 災害及び公害

     の防止

7 ﾊｲﾃﾝｼｮﾝ 

    ｱｳﾄﾚｯﾄ

 ･ 飛び出し形    ･ 外部固定形    

 ･ 銅合金製     ･ ｱﾙﾐ製    

8 予 備 配 管
 埋込形分電盤からの立ち上がり予備配管は､予備の配線用遮断器4個以下の場合    

 (25)を一本､5個以上の場合(25)を二本､天井までたちあげる｡    

 工事の施工に伴う災害及び公害の防止は､建築基準法､労働安全衛生法､騒音規制法､

 振動規制法､大気汚染防止法､建築工事公衆災害防止対策要綱､建築副産物適正処理推進要綱､

 その他関係法令に従い処理すること｡

富士電線工業 行田電線

外山電気

内外電機

日立産機

指月電機

伝　承　棟

展　示　棟 木　造

展示棟改修工事



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文化振興局まちなみ文化財室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀山市市民文化部

平成28年度

Ｅ-02

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

全体配置図　屋外電気設備

関の山車会館伝承活動棟及び

L-1へ

対象家屋

対象家屋

13,47
4

7
,
6
1
4

1
9
,
7
4
5

8
,
1
1
1

4
,
5
1
8

1
1
,
9
9
9

1
0
,
6
0
8

5
,7
34

9
,
5
3
5

1
0
,
7
8
4

5
,
9
0
6

1
4
,
1
9
0

7
,
4
8
5

8
,
3
2
6

9
,
2
0
6

別棟　主屋

伝承活動棟

展示棟

解体撤去部分を示す。

凡例

新築予定建築物

3
,
8
3
8 文字EM-CE8Sq-3C

今回工事

埋設深さ:GL-300

EM-CE5.5Sq-3C 1C:E (FEP30)

 予備配管　　　　　(FEP30)

埋設深さ:GL-300

EM-CE5.5Sq-3C 1C:E (FEP30)

 予備配管　　　　　(FEP30)

H,H:450

□

x600 (樹脂製･MH450-600未来参考)
埋設深さ:GL-300

EM-CE5.5Sq-3C 1C:E (FEP30)

 予備配管　　　　　(FEP30)

今回工事

EM-CE5.5Sq-3C 1C:E

ED:5.5Sq

P,Box150

□

x100 (SUS･WP)

ED:5.5Sq (VE14)

～

ED

～

L-2へ

L-1へ

～

主屋側壁露出配線

EM-CE8Sq-3C (PF28)

Ｗ

P,Box150

□

x100 (SUS･WP)

P,Box150

□

x100 (SUS･WP)

展示棟改修工事



物件名/Title

文化振興局まちなみ文化財室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀山市市民文化部

関の山車会館伝承活動棟及び

メモ 設計 図面番号図面名

平成28年度

備考（回路名称）

盤　結　線　図盤　名　称

回路

番号

電圧

(V) ＡＴＡＦＰ種 類 電　灯 コンセント そ の 他

負荷容量（ＶＡ）開　閉　器

 20

2  30  20

 20 302

100 伝承棟照明

MCCB

電灯盤

Ｌ－１

3

100

100

1

 20

 20

　主　幹

100/

200

Ｅ

01

02

MCCB

MCCB 2

2  50  20

 50

火災報知受信機用

MCCB

MCCB１

２

３

７

８

９

10

MCCB 2  20

 202MCCB

 202MCCB

2  3014

13

12

11

MCCB

 20

2

2 1

1

2

展示棟照明

ＡＣ

1φ３Ｗ

200/100V

3

４

100

MCCB 2

1

 20

 20

 20

1

2

2

100

６

５

前室･和室6帖押入･8帖コンセント

100

100 1

1

展示棟(土蔵)電源送り

 予　備

和室4.5帖･屋外コンセント

玄関･内玄関･和室6帖･4.5帖

展示棟コンセント

  505.6

1,000.0

MCCB

  243.2

  800.0

  600.0

1.000.0

屋内壁掛型 

100 MCCB 2 1  20

 予　備

 予　備 2012MCCB100

100

100

100 2 1  20

 2012MCCB

2 1  20

ＡＣ

1φ２Ｗ

１００Ｖ

１

２

３

ELCB  60  40

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

 30

 30

 30

 30

 30

 30

 30

 30

 30

 30

 30

 30

 30

 30

 30  予　備

 予　備

 予　備

 予　備

電灯盤

Ｌ－２

屋内壁掛型 

2 2  50  30

MCCB

MCCB

100

100

2

2

100

中部電力(SB)

分電盤図 照明器具姿図

Ｅ-03

 予　備

 予　備

 予　備

 予　備

  505.6 1,000.0

3,400.0  748.8

100 1

100

100 1

1

100

100 1

1

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

パナソニック　ＬＧＢ５３０００ＬＥ１

昼白色（５０００Ｋ）、高演色Ｒａ９５

器具光束１４４５ｌｍ、消費電力２２Ｗ、電圧１００Ｖ

美ルック、拡散タイプ、ソフトターン方式、カチットＦ

木製：（白木）、側面アクリル（強化和紙張り）

下面パネル：アクリル（乳白つや消し）

ＬＥＤシーリングライト　

　２０形丸形スリム蛍光灯１灯器具相当

パナソニック　ＬＧＢ５１５５２ＬＥ１

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束６４０ｌｍ、消費電力９．６Ｗ、電圧１００Ｖ

拡散タイプ

カバー：アクリル（乳白）、（ライトナチュラル仕上）

ＬＥＤシーリングライト

　　　　　１００形電球１灯器具相当

パナソニック　ＬＧＷ４０１１０

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８０

器具光束１０００ｌｍ、消費電力１３Ｗ、電圧１００Ｖ

防雨型、天井直付型・壁直付型 

本体：アルミダイカスト（オフブラック）

可動範囲上下８０度、回転方向３３０度

ＬＥＤスポットライト

 １００形ハイビーム電球１灯器具相当

パナソニック　ＮＴＳ０２０９２ＢＬＥ１

ＬＥＤ＜ワンコア（ひと粒）集光タイプ＞

器具光束２０４０ｌｍ、消費電力２３Ｗ、電圧１００

３５００Ｋ、Ｒａ８５、ビーム角６０度

灯具：アルミダイカスト（ブラックつや消し仕上）

１００Ｖ配線ダクト用

灯具部幅φ９０・長さ１２７

首振範囲約９０度

ＬＥＤスポットライト　２５０形

　　　　　　　ＨＩＤ７０形器具相当

パナソニック　ＬＧＢＺ３７７９

昼光色（６５００Ｋ）、Ｒａ８３／電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束４７００ｌｍ、消費電力５７Ｗ、電圧１００Ｖ

天井直付型、回転金具方式、カチットＦ

竿縁天井取付アダプタ対応

アクリル強化和紙張り、木製（白木）

リモコンで〈１００％～５％〉調光

ＬＥＤシーリングライト

パナソニック　ＬＧＢＺ２７７９

ＬＥＤシーリングライト

昼光色（６５００Ｋ）、Ｒａ８３／電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３

器具光束３９００ｌｍ、消費電力４６Ｗ、電圧１００Ｖ

天井直付型、回転金具方式、カチットＦ

竿縁天井取付アダプタ対応

アクリル強化和紙張り

木製（白木）

リモコンで〈１００％～５％〉調光

パナソニック　ＬＧＢ５８０６６Ｚ

ＬＥＤ小型シーリングライト

　　　　　　４０形電球１灯器具相当

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８４

器具光束３５９ｌｍ、消費電力４．９Ｗ、電圧１００Ｖ

天井直付型、シーリングユニ方式

アクリル強化和紙張り、木製（桐）

木製（桐）

パナソニック　ＬＧＷ８５０１１Ｚ

ＬＥＤポーチライト

　　　　　　４０形電球１灯器具相当

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８０

器具光束２６４ｌｍ、消費電力５．８Ｗ、電圧１００Ｖ

防雨型、ツマミネジ方式

本体：木製（オフブラック）

カバー：アクリル（乳白）

展示棟改修工事



メモ 設計 図面番号

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

物件名/Title

文化振興局まちなみ文化財室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀山市市民文化部

関の山車会館伝承活動棟及び

図面名

平成28年度

　伝承活動棟

ED

ED:5.5Sq (VE14)

配管埋設深さGL:-300

EM-CE5.5Sq-3C 1C:E (FEP30)

 予備配管　　　　　(FEP30)

H,H:450

□

x600 (樹脂製･MH450-600未来参考)

P,Box:150

□

x100 (SUS･WP)

EM-CE5.5Sq-3C 1C:E

 ED5.5Sq　　　　　 

Ｌ－１

Ｅ-04

平面図　照明設備　1/50

～

～

EM-CE8Sq-3C

WHMへ

露出配管配線

EM-CE8Sq-3C (PF28)

展示棟電灯盤(L-2)

PF

１

24H

L

L

１

※ 特記事項

2.0

L

　1) 凡　例

１個露出タンブラスイッチ 1P10A

２個露出タンブラスイッチ 1P10A

３個露出タンブラスイッチ 1P10A

１個露出ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ＋ﾊﾟｲﾛｯﾄﾗﾝﾌﾟ 1P10A

露出ジョイントBox

VVFジョイントBox

　2) 配　線

　VVF1.6-3C 1C:E

　VVF2.0-3C 1C:E

2.0

　VVF1.6-2C

　VVF1.6-3C

　VVF1.6-2Cx2

　露出配線

　天井･壁隠蔽配線(天井配線はころがしとする)

　　･ＶＶＦ配線は被覆の色は茶色とする。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｇ Ｇ

Ｅ

Ｆ

Ｃ

Ｆ

Ｃ

広縁2

和室4.5帖

和室6帖

和室8帖

広縁1

式台玄関

床脇

押入
畳床

玄関

和室4帖

踏込み床
蹴込み床

X6

X5

X4

X3

X2

X1

X0

Y7 Y6 Y5 Y4 Y3 Y2 Y1 Y0

1,935 3,750

1,875 1,875

5,685 4,675

1,875 1,875

3,750 925

2
,
7
9
5

2
,
7
8
0

2
,
2
0
0

2
7
0

1
,
9
3
0

9
1
5

1
,
8
6
5

9
1
0

1
,
8
8
5

7
,
7
7
5

2,845 2,840 3,750 925

1,430 1,415 1,420 1,420 1,875 1,875

910 520

10,360

9
1
5

3
,
7
4
5

9
1
5

5
,
5
7
5

1
,
9
3
0

2
1
0

9
1
0

910

展示棟改修工事



メモ 設計 図面番号

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

物件名/Title

文化振興局まちなみ文化財室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀山市市民文化部

関の山車会館伝承活動棟及び

図面名

平成28年度

　伝承活動棟

平面図　ｺﾝｾﾝﾄ設備　1/50

Ｅ-05

Ｌ－１

H:1,975

H:1,975
H:1,975

2ET

2ET2ET 2ET

2ET

2ET

2ET

2ET

2ET

2ET

２

３

４

H:200

H:200

H:200

H:200

H:200

H:500

※ 特記事項

　1) 凡　例

2P15A･２個露出コンセント(接地端子付)

2P15A･２個埋込コンセント(接地端子付)

VVFジョイントBox

　2) 配　線

　VVF2.0-3C 1C:E

2.0

2ET

2ET(WP)

　　･ＶＶＦ配線は被覆の色は茶色とする。

　　･コンセント配線は全て2.0ｍｍ配線とする。

　露出配線

　天井･壁隠蔽配線(天井配線はころがしとする)

2ET

2ET

H:200

広縁2

和室4.5帖

和室6帖

和室8帖

広縁1

式台玄関

床脇

押入
畳床

玄関

和室4帖

踏込み床
蹴込み床

X6

X5

X4

X3

X2

X1

X0

Y7 Y6 Y5 Y4 Y3 Y2 Y1 Y0

1,935 3,750

1,875 1,875

5,685 4,675

1,875 1,875

3,750 925

2
,
7
9
5

2
,
7
8
0

2
,
2
0
0

2
7
0

1
,
9
3
0

9
1
5

1
,
8
6
5

9
1
0

1
,
8
8
5

7
,
7
7
5

2,845 2,840 3,750 925

1,430 1,415 1,420 1,420 1,875 1,875

910 520

10,360

9
1
5

3
,
7
4
5

9
1
5

5
,
5
7
5

1
,
9
3
0

2
1
0

9
1
0

910

展示棟改修工事



メモ 設計 図面番号

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

物件名/Title

文化振興局まちなみ文化財室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀山市市民文化部

関の山車会館伝承活動棟及び

図面名

平成28年度

　伝承活動棟

Ｐ Ｂ

Ｓ

Ｓ

Ｘ Ｘ

H5

主屋完成時受信機に配線

Ω

Ω

(WP)

平面図　火災報知設備　1/50

Ｅ-06

※ 特記事項

　1) 凡　例

総合盤(P型1級･小型)

差動式スポット型感知器(２種)

定温式スポット型感知器(１種･防水型)

　2) 配　線

　AE0.9-2C

　HP1.2-5P 主屋完成時に配線接続のこと。

　天井･壁隠蔽配線(天井配線はころがしとする)

Ｐ Ｂ

(WP)

Ｓ

Ω

煙感知器(２種)

終端抵抗

　AE0.9-2Cx2

広縁2

和室4.5帖

和室6帖

和室8帖

広縁1

式台玄関

床脇

押入
畳床

玄関

和室4帖

踏込み床
蹴込み床

X6

X5

X4

X3

X2

X1

X0

Y7 Y6 Y5 Y4 Y3 Y2 Y1 Y0

1,935 3,750

1,875 1,875

5,685 4,675

1,875 1,875

3,750 925

2
,
7
9
5

2
,
7
8
0

2
,
2
0
0

2
7
0

1
,
9
3
0

9
1
5

1
,
8
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メモ 設計 図面番号

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

物件名/Title

文化振興局まちなみ文化財室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀山市市民文化部

関の山車会館伝承活動棟及び

図面名

平成28年度

 展示棟

平面図　電気設備図 1/50

Ｅ-07

810 810 810 815 815 810 815 815

6,500

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

8
0
0

4
,
4
4
0

8
0
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

4
,
4
4
0

土　蔵

天井　野地板表し

壁　　中塗り仕上げ

天井　杉板

810 810 810 1,630 810 815 815

6,500

242.5 1,220 167.5

上部　小窓　二段
上部　小窓

2ET

2ET

2ET

2ET2ET

EM-CE5.5Sq-3C 1C:E (FEP30)

L(24H)

2.0

PF

１

24H

L-2

１ ２

2.0x2

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

P,Box:150

□

x100 (SUS･WP)

Ｈ x4 Ｈ x4

Ｈ x4Ｈ x4

※ 特記事項

L

　1) 凡　例

２個露出タンブラスイッチ 1P10A

１個露出ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ＋ﾊﾟｲﾛｯﾄﾗﾝﾌﾟ 1P10A

露出ジョイントBox

　2) 配　線

　VVF1.6-3C 1C:E

　VVF2.0-3C 1C:E

2.0

　VVF1.6-2C

　VVF1.6-3C

　VVF1.6-2Cx2 1C:E

　露出配線

　　･ＶＶＦ配線は被覆の色は茶色とする。

　　･コンセント回路は全て２．０とする。

2ET

2P15A･２個露出コンセント(接地極付)

展示棟改修工事



メモ 設計 図面番号

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150
Ｅ-08

物件名/Title

文化振興局まちなみ文化財室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀山市市民文化部

関の山車会館伝承活動棟及び

図面名

平成28年度

平面図 電気設備撤去図 1/50

現状　伝承活動棟

主屋へ

玄関

押入

床脇

広縁

広縁

柱90φ

和室6帖

和室8帖

畳床

障子

障子

襖

障子

板戸

地袋

襖溝

板戸

別棟へ

敷台

下足入

FL20Wx2

FL20Wx2

FL20Wx2

FCL20Wx1

VVF1.6-2C (露出)

TV

5C-2V

～

3

VVF1.6-2Cx2 (露出)

～

× × ×

×

× ×

× × ×

×

×

××

×

×

×

×

× ×

×

×

×

×

×

※ 特記事項

１）図中既設電気設備は全て撤去する。

　　　　　４種絶縁電線を碍子引き配線

　　　　　VVF1.6-2C又は2.0-2C 露出配線

　　　　　VVF1.6-2Cx2 又は2.0-2Cx2 露出配線

3
　　　　　2P15Ax3 露出コンセント

　　　　　天井より袋打ちコードにキーソケット付

×

×

×

和室4.5帖

和室4帖

式台玄関

展示棟改修工事
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1,875 1,875
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・機器・配管・支持金物において、異種金属が接する部分には、絶縁処理を行う。

・屋外露出及び多湿箇所（トレンチピット等）の配管架台は、ＳＵＳ又はＳＳ溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

・土間配管は土間筋に吊り下げるなど埋設配管を保持するようにする。

・既設コンクリート床、壁などの配管貫通部の穴開けは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

・排水管を除く管の埋設深さは、一般敷地３００ｍｍ以上、車両道路部６００ｍｍ以上とする。

・水密を要する部分はつば付スリーブ、地中に用いるスリーブはＶＰ管、他は紙製等のスリーブを使用する事ができる。

・建物導入配管（給水・ガス・消火）は十分な可撓性を有する変位吸収配管施工を行う。

・防火区画貫通部分は、日本建築センターの性能評定を受けた工法に基づく材料を使用する事。

・機器及び配管等は、地震時に水平移動、転倒、落下などが生じないように「建築設備耐震設計指針」により施工する。

・地中埋設の給水、ガス、消火管等は埋設表示杭、埋設シートを布設する。

特　記　事　項

耐　震　基　準

完　成　図　書

変　更

疑　義

申　請　手　続

優　先　順　位

適　用　仕　様　書

一　般　事　項

・日本建築家協会編「建築設備工事共通仕様書」最新年度版

・空気調和・衛生工学会規格「空気調和・衛生設備工事標準仕様書」最新年度版

２．本特記仕様書

４．工事共通仕様書

１．現場説明事項・質疑応答書

工事に伴う関係官官公署、ガス会社への諸手続きは請負者がこれを代行し、必要経費も本工事に含むものとする。

３．設計図書

設計図書の誤記、記載漏れ、又図面上納まり不明な事に起因する問題点疑義についてはその都度監督員と協議する事。

設計図書に明記なくとも、外観上、機能上又は法規上当然必要と認められるものについては本工事に含むものとする。

工事完成の上は各種の試験、検査を受け許可書証、成績表、工事写真、日報材料検収簿、完成写真、竣工図、

取扱説明書等とりまとめ提出する事。

日本建築センター編「建築設備耐震設計・施工指針」による事。

工事名称

工事場所

構　造 階数 延面積（㎡） 備　考

建　築　概　要

機械設備工事特記仕様書 （・印を付けたものを適用する。） 給　水　設　備

・　給　水　方　式

＜本体＞・　受　水　槽

・　高　架　水　槽 ＜本体＞

・　高　架　水　槽　式　（・　市水　　　　・　　　　　　　）

・　圧　力　方　式　　　（・　圧力タンク　・　回転数制御　）

・　ＦＲＰ製　　　・一体型（・複合板・単板）・パネル型（・複合板・単板）

・　ステンレス製　・一体型　　　　　　　　　・パネル型

・　鋼板製　　　　・一体型　　　　　　　　　・パネル型

・　ＦＲＰ製　　　・一体型（・複合板・単板）・パネル型（・複合板・単板）

・　ステンレス製　・一体型　　　　　　　　　・パネル型

・　配　管　材　料

・　弁　類

・　量　水　器

・　引込加入、市納金等

・　そ　の　他

・　要　（・別途工事　・本工事　）　・　不要

・　貸与品　・　買い取り（私設）

＜その他の部分＞

＜直結部分＞

・　さ　や　管　工　法　　　　（・架橋ポリ管　・　　　　）

・　ＪＩＳ　５　ｋｇｆ／ｃｍ　・　ＪＩＳ　１０　ｋｇｆ／ｃｍ

・　水道業者指定品

２ ２

・　排　水　方　式 ＜屋　内＞　　・　分流方式　　・　合流方式

＜屋　外＞　　・　分流方式　　・　合流方式

＜雨　水＞　　・　分流方式　　・　合流方式

・　放　流　先

・　配　管　材　料

＜雨　水＞　　・　下　水　管　　・　調　整　池　・　側溝又は河川　・　既　設　桝

　　　　　　　　・　排水用塩ビライニング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

　　　　　　　　・　硬質塩化ビニール管（ＶＰ）　・　耐火被覆ビニール管

＜雑排水管＞　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　　　　　　・　排水用塩ビライニング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

＜通気管＞　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　　　　　　・　硬質塩化ビニール管（ＶＰ）　・　耐火被覆ビニール管

＜屋外排水管＞　・　遠心力鉄筋コンクリート管（外圧管　・２種　・１種）

　　　　　　　　・　硬質塩化ビニール管（ＶＰ）　・　耐火被覆ビニール管

＜屋内汚水管＞　・　メカニカル形排水鋳鉄管

・　桝

・　そ　の　他 ・

・　公団形（Ｂ種）　・　現場打　・　市販桝　・　小口径　・　ビニール桝

衛　生　器　具　設　備

・　大便器洗浄方式

・　水　栓

・　そ　の　他 ・　和風便器が防火区画を貫通する場合は耐火カバーを設ける。

・　節水コマ（泡沫式は除く）　　・　普通コマ

・　ＦＶ（・節水形　・低圧式）　・　洗浄タンク

給　湯　設　備

・　給　湯　方　式

・　配　管　材　料

・　燃　料

・　そ　の　他

・　局所式　・　ガス給湯器　・　瞬間湯沸器　・　電気温水器

・　中央式　・　ボイラー　　・　温水機　　　・　ガス給湯器　・　電気温水器

・　内外面耐熱性硬質塩ビライニング鋼管＜埋設＞

・　耐熱性硬質塩化ビニール管　・　さや管工法（・架橋ポリ管　・　　　　　）

・　耐熱性硬質塩ビライニング鋼管　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）

・

排　水　設　備

ガ　ス　設　備

・　ガスの種別

・　配　管　材　料

・　ボ　ン　ベ

・　気　化　装　置

・　ガス漏れ検警報器

・　メ　ー　タ　ー

・　引込納付金等

・　そ　の　他 ・

・　要（・別途工事　・本工事）　・　不要

・　本工事　・　別途工事　・　一般形　・　自動遮断弁付

・　貸与品　・　買取品

・　要（・電気式　・　　　　）　・　不要

　　転倒防止鎖等（・本工事　・別途工事）

・　別途　・　本工事

・　都市ガスの場合、供給事業者の仕様による。

・　配管用炭素鋼鋼管（白）

３

消　火　設　備

・　そ　の　他

・　配　管　材　料

・　連結送水管

・　屋外消火栓箱

・　屋内消火栓箱

・　消火設備の種別

・　連結送水管　・　連結散水管　・　移動粉末消火　　・　フード消火　・　消火器

・　ＨＢ－３Ａ　・　ＨＢ－３Ｂ　・　ＨＢ－４Ａ　・　ＨＢ－４Ｂ　・　Ｓ

・　ＨＢ－１Ａ　・　ＨＢ－１Ｂ　・　ＨＢ－２Ａ　・　ＨＢ－２Ｂ

・　ＨＢ－２１　・　ＨＢ－２２

・　ＨＢ－１１Ａ．Ｂ　・　ＨＢ－１２Ａ．Ｂ

・　鋼管（・ＪＩＳ　Ｇ　３４５２　・ＪＩＳ　Ｇ　３４５４）

・　消火栓用塩ビ外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）

・　消火栓箱は指定色焼付塗装とする。

ろ　過　設　備

・　方　式

浄　化　槽　設　備

・　制　御 ・　全自動　・　手動

・　配　管　材　料

・　耐熱性塩化ビニール管

・　そ　の　他 ・

・　砂　　　・　フィルター

・　方　式、容　量

・　材　質 ・　ＦＲＰ製　・　コンクリート既製管　・　ＲＣ躯体

・　補強スラブ ・　要　　　　・　不要

・　そ　の　他 ・

自動制御

管

ダクト

付属品

ダクト

全熱交換器

換気扇

送風機

加湿器

防振装置

空気調和機

冷凍機

ボイラー

温水機

製缶類

特殊ガス

トラップ

グリス

簡易水洗

浄化槽

消火設備

滅菌器

濾過装置

ガス警報

ガス器具

量水器

鋳鉄製品

桝

水槽

衛生器具

ポンプ

保温材

弁

継手共

自動制御機器

フレキダクト

スパイラルダクト

ステンレス鋼板

亜鉛鉄板

風量ユニットＣＡＶ・ＶＡＶ

吹出口・吸込口

全熱交換器

換気扇類

送風機類

加湿器類

防振材・防振装置

ファンコンベクター

ファンコイルユニット

ガスエンジン空調機

パッケージ型空調機

冷凍機

小型冷温水発生機

小型ボイラー

セクショナルボイラー

鋼製ボイラー

電気温水機

真空式温水機

製缶類・熱交換器

特殊ガス設備

グリス・ガソリントラップ

クリーントイレ

合併・単独浄化槽

合併浄化槽（ＲＣ造）

特殊ガス消火

スプリンクラー・泡消火

消火栓ホース

消火栓類

滅菌器

濾過器

ガス警報システム

厨房器具

ガス給湯器（ＬＰＧ）

ガス給湯器（都市ガス）

ガス配管器具

量水器

鋳鉄製蓋

排水金物

桝類（公団型）

鉄パネル

ＦＲＰ製

衛生陶器・水栓

ポンプ類

ＲＷ・ＧＷ保温材

青銅弁・鋳鉄弁

冷温水発生機（50RT以上）

水マーク表示品　ＷＳＰ規格品　ＪＩＳマーク表示品　他規格品

ＪＩＳマーク表示品

ＪＩＳマーク表示品

積水プラント　日立化成　ブリヂストン　三菱樹脂

積水プラント　ブリヂストン

協和コンクリート　桑名工業　昭和工業　ネオジオ　丸八産業

オオタケ　カネソウ　ダイドレ　中部　南濃　福西　ホクキャスト

（マンホール、弁桝蓋）　評価事業名簿による

伊藤工機　桂精機　藤井合金　冨士工器

ガス供給者の承認する製造者の製品

アイホー　コメットカトウ　サンウェーブ　トーヨー　日本調理機　フジマック

愛知時計　金門製作所　リコー精器

磯村　オーヤラックス　水道機工　日本曹達

立売堀製作所　岸本産業　北浦製作所　村上製作所　横井製作所

日本消防検定協会の合格表示品

評価事業名簿による

「ガス事業法」「液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律」に基づき、省令による証票を付したもの

トキメックランディスギア　山武ハネウェル　横河ジョンソンコントロールズ

アライ実業　オーツカ　栗本

大阪ラセン管工業　栗本　泰弘　富士空調工業　フジモリ産業

ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品

エアコンスター　クボタ　新晃工業　東プレ

空研工業　新晃工業　トーキン　錦興業

評価事業名簿による

宮田　ニッタン　日本ドライケミカル　能美防災　ホーチキ

川重防災　セコム　日昭・林テクノス　日信防災　ニッタン　能美防災

（ＦＲＰ製）　建設大臣型式認定品

カネソウ　栗本　下田機工　積水プラントシステム

川重防災　セントラルユニ　田中製作所　テイサン

島倉鉄工所　広島鉄工　ベルテクノ　ホーコス　森松工業

昭和鉄工　巴商会　前田鉄工

愛知電機　石川島汎用ボイラー　荏原ボイラー　クボタ　昭和鉄工　巴商会

荏原製作所　川重冷熱工業　クボタ　ダイキン工業　日立製作所　三菱重工業　三菱電機

評価事業名簿による

倉敷化工　高砂ゴム　特許機器　ブリヂストン　明治ゴム化成

ウェットマスター　ピーエス工業　山武軽装

評価事業名簿による

評価事業名簿による

自　動　制　御　設　備

・　制　御　方　式 ・　電子　・　電気　・　空気

・・　そ　の　他

・　そ　の　他 ・

排　煙　設　備

・　排煙口の形式 ・　天井取付　（・　スリット形　・　スイング形　）

・　排煙口開放装置 ・　手動　　　　・　手動及び遠隔操作可能なもの

・　復　帰　方　法

・　排煙風量測定

・　遠隔形　　　・　手元形

・　風　道　材　質 ・　亜鉛鉄板　　・　普通鋼板（厚１．６ｍｍ）

　　準ずる。

・　建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方式に

換　気　設　備

・　低速風道　・　高速風道

・　換　気　方　式 ・　集中換気　・　個別換気

・　硬質塩化ビニール管（ＶＵ）　・　スパイラルダクト

・　吹出口・吸込口の材質 　　ダクト当該項目による。

・　耐　火　被　覆

・　風　道　材　質 ・　亜鉛鉄板　・　塩化ビニールライニング鋼板　・　ステンレス板

・　風　道

・　そ　の　他

・　湯沸室排気ダクトについては法規に準じた耐火被覆を行う。

ダ　ク　ト　設　備

・　グラスウールダクト　・　消音フレキ

・　アルミニウム製　・　鋼板製（指定色焼付塗装）

・　風　道 ・　低速風道　・　高速風道

・　風　道　材　質 ・　亜鉛鉄板　・　塩化ビニールライニング鋼板　・　ステンレス板

・　吹出口・吸込口の材質

・　そ　の　他 ・

２ ２
・　弁　類 ・　ＪＩＳ　５　ｋｇｆ／ｃｍ　・　ＪＩＳ　１０　ｋｇｆ／ｃｍ

　　呼び径１００Ａ以上の弁は係員と協議の上バタフライ弁を使用してよい。

・　そ　の　他 ・

・　配管用炭素鋼鋼管（白）　・　耐熱性硬質塩ビライニング鋼管

・　配管用炭素鋼鋼管（白）　・　耐熱性硬質塩ビライニング鋼管

・　硬質塩ビライニング鋼管（・ＶＡ・ＶＢ）

・　冷媒用銅管　　　　　　　・　冷媒用被覆銅管

・　配管用炭素鋼鋼管（白）　・　硬質塩化ビニール管（ＶＰ）

・　配管用炭素鋼鋼管（白）　・　硬質塩化ビニール管（ＶＰ）

・　配管用炭素鋼鋼管（黒）　・　外面塩ビ被覆鋼管（ＶＰ）

・　配管用炭素鋼鋼管（黒）

・　冷温水管

・　冷水・温水管

・　冷却水管

・　ドレン管

・　油管

・　蒸気管

・　冷媒管・　配　管　材　料

・　配　管　方　式 ・　冷媒配管　・　冷温水配管　・　冷却水配管　・　温水配管

配　管　設　備

・　そ　の　他

・　放　熱　機

・　熱　源　機　器

　　建築設備設計基準による）

　（特記なきは建設省

・　設計空気条件

・　室　内　＜夏期＞　　　　℃　　　　％　＜冬季＞　　　　℃　　　　％　

・　一般系統の湿度は成り行きとする。

・　外　気　＜夏期＞　　　　℃　　　　％　＜冬季＞　　　　℃　　　　％　

・　温水ボイラー　・　氷蓄熱

・　冷温水発生機　・　チラー（・空冷ＨＰ　・空冷　・水冷ＨＰ　・水冷）

・　空冷ＨＰパッケージ　・　ガスＨＰパッケージ　・　ＦＣＵ　・　ＡＨＵ

機　器　設　備

＜汚　水＞　　・　下　水　管　　・　浄　化　槽　・　合併処理槽　　・　汲み取り

・　配管用炭素鋼鋼管（白）　・　耐衝撃性塩化ビニル管(HI)

・　

三協　三進　東西化学産業

・　ライニング鋼管＜一般＞（・ＶＡ　・ＶＢ　・ＶＤ　・ＰＡ　・ＰＢ　・ＰＤ）

・　銅管（・Ｍ　・Ｌ）　・　被覆銅管（・Ｍ　・Ｌ） ・　SUS管

建物名称

・　屋内消火栓　・　屋外消火栓　・　スプリンクラー　・　泡消火　　　・　水道連結型SP

・　水　道　直　結　式

・　排　水　設　備

・　給　湯　設　備

・　ガ　ス　設　備

・　消　火　設　備

・　ろ　過　設　備

・　浄化槽設備

給排水衛生設備

空　調　設　備

・　給　水　設　備

・　機　器　設　備

・　配　管　設　備

・　ダクト設備

・　換　気　設　備

・　排　煙　設　備

・　自動制御設備

・　衛生器具設備

工　事　種　別

屋　外 屋　内（　　　　） 屋　内（　　　　） 屋　内（　　　　） 屋　内（　　　　）

２５Ａ以下

３２～２００Ａ

２５０Ａ以下

３０ｍｍ

４０ｍｍ

５０ｍｍ

給排水管・給湯管・温水管・ドレン管

消火管（但し図示に特記ある場合のみ）

２００Ａ以上

１００～１５０Ａ

８０Ａ以下

４０ｍｍ

冷水管・冷温水管２０ｍｍ

２５ｍｍ

・下表による。（但しダクト、機器、煙道は共通仕様書による。）

・保温の厚さ ・共通仕様書による。

グラスウール保温筒

グラスウール保温筒

ＳＵＳ鋼板仕上げ屋外露出・多湿箇所

天井・ＰＳ内

床下・暗渠内

屋内露出

・保温施工種別

・保温施工範囲は共通仕様書による。

・共通仕様書による。

・下表による。（但しダクト、機器、煙道は共通仕様書による。）

保　温　工　事

共　通　事　項

ＰＳ保温筒

ＰＳ保温筒

・屋外機器設置基礎のアンカーボルトは、ケミカルアンカー（ＳＵＳ）とする。

・監督職員の指示する時期に施設関係者の立会いを行うものとする。

アルミガラスクロス

アルミガラスクロス

＜雑排水＞　　・　下　水　管　　・　合併処理槽　・　浄化槽　・　既　設　桝

樹脂カバー仕上げ

・冷媒配管の屋外露出部はSUS鋼板仕上げとする。

　　　　　　　　・　硬質塩化ビニール管（ＶＰ）　・　硬質塩化ビニール管（ＶＵ）125以上

・　都市ガス　・　ＬＰＧ　・　灯油　・　Ａ重油　・　電気

・　ビニール被覆鋼管＜屋内埋設＞　・　ポリエチレン被覆鋼管＜埋設＞　・　ポリ管

　　ボンベ　　　（・１０ｋｇ　・２０ｋｇ　・５０ｋｇ　・バルク）　本数（　　本）

・　液化石油ガス（発熱量　１２，０００ｋｃａｌ／ｋｇ）団地ＬＰＧ

・　外気取入ダクトは断熱のこと。

・　単独　　　・　合併　　　算定人員　人槽　処理水量　　　　ｍ３／日

ＪＩＳマーク表示品　（規格以外）　ＬＩＸＩＬ　ＴＯＴＯ

荏原製作所　三洋電機　東芝　日立製作所　パナソニック　矢崎総業

栗田工業　東芝　日立製作所　パナソニック　三菱電機

荏原製作所　川崎重工業　クボタ　パナソニック　ダイキン工業　日立製作所　三菱重工業

石川島汎用ボイラー　高尾鉄工所　日本サーモエナー　前田鉄工所　三浦

昭和鉄工　高尾鉄工所　日本サーモエナー　前田鉄工所　三浦

ヤンマー　パナソニック　三菱重工　アイシン

・　ライニング鋼管＜土中＞（・ＶＤ　・ＰＤ）

・施設負担金は別途

　　　　　　　　　供給事業者名　名張近鉄ガス　）

・　都市ガス　　（種別　13A　　発熱量　　　　　ｋｃａｌ／ｍ

金門製作所　冨士工器　富士電機　パナソニック　矢崎総業

愛知電機　東芝　日本イトミック　パナソニック　三菱電機

ＬＩＸＩＬ　日本理化　西原

ＬＩＸＩＬ　積水化学　ネポン　日立化成　パナソニック　ロンシール

ダイキン工業　東芝　日立製作所　パナソニック　三菱重工業　三菱電機

・冷媒配管の室内露出部は化粧ケース仕上げとする。

・　塩化ビニル管＜土中＞（・ＨＩ　・ＶＰ　・ポリ管）

Ｗ造 平屋

Ｗ造 平屋

伝承活動棟

土蔵

三重県亀山市

メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文化振興局まちなみ文化財室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀山市市民文化部

平成26年度

特記仕様書　NS

Ｍ-01

A3 NS

・国土交通大臣官房官庁営繕部監修「機械設備工事共通仕様書」平成28年度版

関の山車会館伝承活動棟及び

関の山車会館伝承活動棟及び展示棟改修工事設計業務

展示棟改修工事



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文化振興局まちなみ文化財室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀山市市民文化部

平成26年度

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

全体配置図　1/100

関の山車会館伝承活動棟及び

対象家屋
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伝承活動棟
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対象家屋
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展示棟

100

100

100

R2

R2

320

310

100

100

Ｍ-02

以降別途工事

配管立上止めとする

R2

300

100

100

R2

430

R2

420

100

100

100

以降別途工事

配管立上止めとする

R2

R2

R2

R2

R2

R2

300

360

370

450

440

380

100

100

100

100

展示棟改修工事



名　　　　称記　　　　号

図　示　記　号

排　　水　　管

換　気　機　器　表

機器番号 機器名称

参考型番

送風機 台数

（Ｗ）

電源

（φ-Ｖ）

電　気　容　量

設置場所及び備考形　式　・　仕　様

PF-1

桝　仕　様

種　　別 記　　号

２００φ

桝　寸　法 蓋

下記による 記号

備　　考

小　口　径　雨　水　桝　

小口径桝　特記なきは塩ビ蓋、Tと表示はＴ－14（鋳鉄蓋）、格子と表示は格子蓋とする。

Ｒ－２

メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文化振興局まちなみ文化財室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀山市市民文化部

平成26年度

関の山車会館伝承活動棟及び
A3 NS

Ｍ-03

図示記号・機器表　NS

付属品

Pa風　　量

形　　式

m3/h

1-100パイプ用ファン

5

ＳＵＳ深形フード、他一式共24時間換気

70

4.6角形格子グリル　φ100

V-08PSD7

前室、土蔵

注記 消費電力は参考とする

24時間換気は24Hと図示表記

2

展示棟改修工事



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文化振興局まちなみ文化財室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀山市市民文化部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

平成28年度

関の山車会館伝承活動棟及び

凡　例

24時間換気経路を示す

ABC消火器10型(ボックス共)を示す
Ｈ

PF

24H

Ｈ

Ｍ-04

平面図詳細図　消火・換気設備　1/50

1

　伝承活動棟

広縁2

和室4.5帖

和室6帖

和室8帖

広縁1

式台玄関
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玄関

和室4帖

踏込み床
蹴込み床
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展示棟改修工事



メモ 設計物件名/Title 図面番号図面名

文化振興局まちなみ文化財室

〒519-1192　三重県亀山市関町木崎919-1　TEL 0595-96-1218

亀山市市民文化部

A3 1/50≒1/70

　 1/100≒1/150

関の山車会館伝承活動棟及び

平成28年度
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1
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9
1
0

9
1
0

9
1
0

4
,
4
4
0

土　蔵

115□

上部　小窓　二段

上部　小窓

6,500

4
,
4
4
0

3
9
3

3
9
3

165 165

1
5
5

1
5

815 815 3,250 810 810

810 1,630 810

167.5 1,220 242.5

815 805 820 815 815 810 810 810

6,500

6,500

y1

y1

x1 x1

平面詳細図　1/50 屋根伏図　1/50

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

Y1

Y2

Y3

凡　例

24時間換気経路を示す

ABC消火器10型(ボックス共)を示す
Ｈ

Ｈ

PF

24H

1

平面図詳細図　消火・換気設備 1/50

Ｍ-05

　展示棟

展示棟改修工事


